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研市ノ

24回の:又ij、休系;主λ陸;¥ブ吾、に属すωもの edう:')、チ 3ン七権1のよろに幹回

民法に&[{~:，j:の飢えも志るが、手/:ま口本法と桁似する条丈-/)~おかれてい

i弘氏 '3()~ì長lj;チョンピ権巧!土チご、/-t~;:- を支71、うニムで、他人の不動斥

を LI右しご号c川、動産山用JJtにfiL¥"'i1Ut阻交託し、その小勘定全ぷに対しに後
J:IW:;~-r>::-の的資ほ7;-よりヂョンで金0) 後'It71、i凸をふける桧利Jがある
日韓|ボの不i:f.;~T為法幻視'i~;ニ以:' (i)とおりであるr

[;章兄【日立三1I文章ま手は辺 fよとi.，:，j::，{)主?と行みによ η ご、他人にi首rぎを加え手
目はそのt~てを見守償する支江が法る

{祷弐7~)1条1 ~I}il!!人の社休、自白または科台をくごしたり、その也将伸 1.01-奇

存かえたお~j: ~tJ平凡外の I~，害にヌず しても間'償 jる責ノ千がある

14!J1 ー ~.Û、 S:Ji ミ28) 初出



人々相手年時嵩苅求権0)H 抑止較iJ;研)'~ : 1 ~ 

その迫田(，;t、帯1，，1が1910"十うん1ヨllj{:下まで日本(?)支配 lにおかれたため、その

問は it~4ょの法 J:I においとも日以のH 令がそのまま JII' ゐられたカ九戸ある

0)時期は I~ ではトイツの了説の影響が特に l践し搾河C万台了者もこれに影皆

をそけたれで、 3虫」ム係改めて車中~で社 111こ民去を士見疋する際には I1 不民法 t お

げるよりもよりトイツ民法的な法典になす lたこの自にJ仏、ては、時「ホ1民法

よりゾランス民法(:(j'~~.三尽力、拾い H 本民主J.~)こは生々異なる日} ミらにやIjf刈の分野

では、峰同にはまア院連 tる子例が"主しなv、場台込多く、栓F司の1"選のv、現

どlljζ院は出羽のjë 苫賠償を~;罰金百務として文給すること会 I~r'r ~:;.)ことかで

き、;;の同~Jを品i(i;保する t"めに州当な担保の1;111、を命「ることができる〉

{特ょう己'i52粂]句人ク)!:命を7守したおは後7;-1'{-~))声不可柄、 F有Jf 守 ~T.;JA心情eli市

計;こ対Lて}よ 去す，~"卜の損害がな" '助会にもt亘書賠償する主任がある

" [明泌氏事令1 長]民事に院する車工高はイ今ぞの ft:~C!)法令に特別な規jiがあ

るr昔合を除さノYーのIH十ιによ之(1'1の11、1-$-としてJ工1"本の民a、なとの引、令をやげ
てl、むハ

J 伺えば て!17; ~tH~毛 i)))fi去刀、手げら 1しる〕 ド「ソ上~;去品'13条 p二 J土、 r' ， 1ィ体又は

4足取の侵害により、有l~与す?の就き完治 1] 7J{~!j:、ノ$しくは減少、し えは被害者グ)訂

去がtLむしんとさ(土、被~.!;~-~-に対し、~銭疋紫 ~;'U)支払いによってH~r;!;-常設をi

しなければならなし1 少定的、別4完ミ日 j豆J土町「殺害されト者が、侵害の当時、

第(お;対し法律上扶安義務を負い、正は~弓ベき可時十!のあゐ i記係にあり、

かっ、約三百か伎で?の結果扶先、を~:ける権宇j を夫った ζ き;立、賠償弐務苫は、

殺害予れたfí'が荘どとと年矧問中次長する設J汗，~t{う以肢と、急事てrIこ三'JL、幸
政定期乍【灯支担、い~_.ぶってtn^2-賠償をしな~)札ばならない(.:定めてぜ土。が、

li~，Riんには特にこれl 問ずる足立:が右しかL、非国民J、 7~1 ;J~フ J~4':土、 CiJ、

院は前:F!のf日=町;償を疋~B 〆:í:::'i1X;;として支給「ることを命ずる)とう、でき、そ
の罷行会 141品ヲるために刊当なお1誌の提イ'~t を令ずる F とがで主る J と定的(日い

る J なお、 L記のド yよLji、の刻訳iょ、 f与がふ右近&417jiι主布(ド 7ツ不-:!::手'1

?与 .~'?J~行コ:'lij~ ~ 官立、 1990イ)'.)による

「単匡天;よい日が民法の関わりいワいては、部6w-い、「捻固いお!j'Z吋欧しJ、継受

の初期的~{:i担 1 :本1壬との :~\Em- i，l) -" (3 ・:;~).J 1!;商法雑_50;::88--1音4号↑c"

ロ.~')す432頁. ()うす;84封、 !μ 惇1";における日本氏;'1、の変存 {l! - け・

完)J叉i百Ji'主総l法制Jム251民・ 3.ij<)~7 tf . 号407円、ト，税:'lff;ilc:;'!(，ノ制
定過梓にゥいての 主主:什(::百 J KI判!，雑誌;)()~{:号'1(;;9頁・ 5 弓

ofl9頁、 i可「転出民法前の比較法制的分析 i;i • 行田 Jt):R説法雄元日l巻

3号4九百宍 '1号61:~点、 H' 特注l l;;法 Jllr の比較法的ふ諦，l;;商法手[ir~，91 告 ~j 号

h:i:-l員、:i:I'j i将[，，1民 l'l 典。)lt~~iun研究 (f:Jx.:t1， 1989年)参照ι

二日誌58:円 S~n3Cサ7 jS(lJ 



研市ノ

|叫 l車山lYlネ日付閣には口本<7)::JfYりがJ司載されてν 之3科である。ーをの1吉宗、その経

緯については十汁に給lすせヲ、円ノドの迫;見をそのまま受け入れているところも

見られる、そこで、，]みで L のぶつに、そのような了説みるし、は子例がでてき

だのかを日中Mに研究するこ('1土、韓国民法を;炉 Jて巴'27:主主主淀1十設である L

11われるぐま丈、将i::;]対法干の工リf人を伝えることは、 日本k法7と京電[代民法、

の関わりふ考えるヒで必公な作去でJつると ν えよう

2 人身損害賠鵠問題の図重量さ

人cコ々休(こ対寸る1Y:N生(手口 γ1'1、の初間j にすご{こ存1'1したが人とと ~I}十名と

なとの侵宍によるね:可恰慣が泌氏九れたのは依もちであり、ウ行のような人絡的

千1;採'iJff;!，i;日伝識さ抗るよ〉にな 丈のは19t世紀以後のこ少である 19世紀の

dtの進歩や納入主義的計済組織の交法が各人の干IJ抵の追求を促進〕たのであ

るo jJ、 i主的 iλ議するすべ亡の手'1 請をか:護対象とし(\言;'1、な J~害は福害賠常制民

によって主人法 の救涜;，~'/~ける工'} (φなった j下;てRZ償制度によッて填鴻弐れ

る損ぎは初期V>t~古ではい絞さf者の財}三三崎損害であ止が、坦 ili お可、ては人

格的刊誌もtn';i庁防償制烹によって保説。填補される重 Jどなiヲ手法主主と J て、-:'-

銭{こよ"ど算/三 日情包れるぶうになッた 1，:うし 人終的利詳!立

T&):.')、どのような人格的利益ヰ私的{:t~~~O) I、に主くのかは、ノ〉ト主的干"主主的拡

大中概j去、，内百のぜir:(.よって硯々な司習をj主えている} 民tj)いここ命、心仏、
白由、 γ1誉元、i果己主されてい乙炉、日持、必制、婚約、肖像、什'Y，、信制、 f也、f育、

中市is;;;:治安市 I--(i)慰安、ヰ布l'ワ利話、詐欺、脅迫などに潟寸る八十九γj+'i訴のι牛質

イトこの ζつに理解L、このよへなJi'~~ ~よ J してどぴ〉ような決済が孔存されるか

は国主苧な問題であわ 特;，:..t山内部の見 i~(こお、、て、 人格(ア〉イ品位はぷえ金銭で!土

司一日iし苦1--;，ので、 人格的，flJままの促ご!;-による Jヲヴ~(?)北銭的戸Jイdt]~土 :-1， I~iんである〕 j 

，j' L、"::Z:i注寸?自主v2:害 }丈命令 j@~~~など、ボリイJ 為;二 4 る人身J~干与が2町 L C ¥通

，~! JEf~ においては、人倍的指~~ :;(企院で ~3'î耐すみ作業は必要十日j うくである 人

格l円相持(1)中でも、竺:-!ト史書のj:[;告は、後J台:守が死亡L、その比 l慣を1:身で請

求すゐ、と古川、<lJ捻となるのヴ、 l~~相内?751 が制約となるつ安|捺に請求停を

巴去、勝鍋「侵下 (injuria)

if:集約 L';明日Gl=i~

与円規

lcll 

口v マ伝上の不法h/:)， に場1'， 法戸行政

る損害防償請求悼のμ、71J;」米義人米議日Jよ1経:;:R:叶

ー ~.Û、 S:Ji ミ20)以)仁川



人身IR害跨値目古求権0)H侍比較法研究in

行使するのは被会者。〉置族であり、法埋!多くの問題がI[じる。被合者1則的財

断的!"害のH;11償額と慰謝料を如何なる慕準で公平に算定するのかという問題以

外でも、死亡した被合者の遺族が当該小法行為による損主賠悩請求梓を行使す

る珂論構成において、被害:r;の損害賠償請求権が遺族に相続されるという相続

構成をとるか遺族国右の被さすなわι扶党利益の侵舎によるJ自主賠償請求停と
いう扶養楕 b~をとるかに関しては、古くから対止があった{これは、被侵害利

益をタヒ亡被害者自身の利益の侵害とみるか、それとも被扶死者の千人主主利益の伝

宵ととらえるかの速いであるので、↓nでは「被侵下有利:1t問題」と呼ぶことに
しえとし、

被侵.~利主主同砲について、判例が相続構成を囚'ì してきたのにあI して、学以

では扶主構成が有力になってきた。千ljiJilJがその坦論的難点にもかかわら「、相

続構成を取るのは、それが被有益の遺族の救済に有利だという点がjにきいバ生

命というもヮとも保護されるへき刑l持が侵害されたのに、その蝿害の賠償がき

ちんと行われないのなら、特に重傷のときと比べて、あまりにも不均惰になる

だろう己しかし、たとえば、債務起過の被害者の込族が柑続比嘉をしつつ扶長

利益の喪失に基づくf日台の賠償をl高求できるとするならば、相続構成は常に壇

肢に有利であるとはいえないじこの古を初めて意識させたのが、最判平成12年

9 ) J 7 [[刊時1728号29B (以十、 l最尚裁、ド成1211刊決」という)である

3 被侵害利益問題の新たな展開 相続構成と扶養構成の選択可能性の浮上

最古裁平成12年判決の宇奈は、被害者の相続人が相続投撃をしたうえで、扶

養利益の除債を求めたもので、裁判例として初めてのものである。しかも、こ

の扶義利拾の賠償請求を認めることは、従米の相続構成と山立Fるのかという

問題をはらむことになる付しかし、これに関しては、相続構成と扶世構成のい

ずれが妥当かという ----':':fi'択 でなく、選択的ヱ張を認める道もありそうである。

このように、近時では、部分的ではあるが扶長構成を取る判例も同ており、

また、扶養構成を取る立場からも、相続構成に代わるような主主疋の準則を示す

試みがなされ、両説。〉対¥rは緩和されている。そこで、人身J自主RfH査の品問題
を、相続柄 bJ<:;ti~と扶養栴成;;}~で差異が生じるものか行かとし寸基本1'8+見向に某

つ'いて分析し、両説で違いがでてくる問題にワいては、検討の及ぶ限りである

べきf幹事(論を提不したい

北法58(6-52;))3日日 [52] 



研光ノ 1 

E 研究方法及び内容

人身損害Hfl慣における損害主主定的困雑き及び韓国と日本のこのような問題関

心及ぴ研究の意表から、本晶丈は、民法の重要問題である人身相会賠償特に'1

命侵害の場合を対象として、第一に、韓国民法学が円本民法学をより止確に即

解するために、また、両阿民法学の|掲わりを与祭するために時阿と日本の状況

の比較研究を試みる。第ーに、近11すの判例 学祉を手がかりに、生命侵害によ

る掃害賠償請求における相続構成と千人主主構成の選択的採用のWJ能性と、選択的

採肘が桐別の問題に影響を与える場合には、ぞの亘昧を明らかにしていくこと

をH的とする

本論丈では、ます、生命侵有による財並的tTi有賠償請求権の構成において、

相続構成説と扶長構成説が説かれてきた経伴と現状を比較・検言、J-4一る。峰同と

H 本の学説では異論もあるが、韓国と H4、の平I例lは例外を PiJ~し γ亡、死亡した被

害者のJ員害賠償請求佐が相続されるというす場を採っ亡いるものが多いい半IJ例

がその理論的難内にもかかわらず、相続構成を採っているのは、被需省0)遺肢

の救出に有利であるという点が大きいU 牛命という最も保識されるべき利需が

伝:!Jされたのに、その相官の陪f貰が|分に行われないのは、イ耳古の場台と比べ

て不均衡であるυ だからと言ヮて、相続構成説が'市に辿族に有手Ij-eあるとはい

えない 例えば、死亡した彼古語が債務超過であった場台、彼古者の相続人で

ある辿族は相続を肢挺して、扶j毛布Jt需の喪失に恋づいて損害の賠償を請求する

)Jが有利になる。

続いて、慰謝料請求権の相続性についと牧討するυ 化亡した被害者の近親者

固有の慰謝料"古求権がÞÇ~.去に規定されていること、慰謝料l高求権は 身専属性

があること等の珂卜Hから、慰謝料請求権の相続を台礼二ずる見解がすノなくないじ

半IJ例|は、日本では、初期の意思表明説から|昭和，12119671年llHl口の長前

裁判決を主っかけに当次，jH，百uこをわった。事立困ご、慰謝料詰求権の相続の可
否が問われた長初の事業は19GG'flOH18日の大法院半IJi立であるが、原審では意

巴表明日Lに上って慰謝料詰求権の相続を沼、めたのをそのまま受け入れ「、原則

的に慰謝料請求権が相続されるとした〕

人身侵害の場合における悩害論においては、まず、 zE額五iを中心とする不法

行為 般における損合~を検討した|で、人身m;t;賠悩における J門会論につい

て分析する {ZE額~~によると、生命・身休の侵害による fH害は、被害(íの財出

状態に左右じた則産的損害と被害者の精神的状態に牛じた精神的指害に大別さ

[:i:-l] 北法:18¥6・;)24)3094



人身IR害跨値目古求権0)H侍比較法研究in

れ、削者は企銭の文問や債務の負担による既存則産の減少による不利益である

積祢「円損害と加害行為がなければ得られたはずの干IJ訴の長失である不利訴すな

わち消極的mさないし過失利益とうilTられる。小法行為前後の収入の差績を
もって損害と主主疋すると、不法千J為当時収入がなかった場合干、収入の減額が

ない場f干の首定が川難となる。このような問題点を克似するために提起された

見解の中で現在有力になっているのは稼働能力喪失;;}~-eある人|削は、現実に、
又は、潜在的に勤労して収入手得る能力者ト持ち、牛命・身体の侵害のJ卦作は、

その能力の一部ないし令部が央われたことを、似宗として把握「るというのが、

この説の考え方ぜある。その結果、得りれたはずの所得の~うたという消極的指

宵としての把握から、現存する稼働能力の喪失という積極的以下奇として把握す

る損害概色、をゼ長宇るのが、稼働能力喪失説であるハつまり、稼働能力喪うた説

は、 -hで差額以とは異なり相宵を稼働能力の喪失として抽象的に把握しなが
ら、他方 E、タビ傷損害説とは呉なり、具体的な損害に注Hするウj卦である u 実

務は基本的に差額以を前知にしてし通るが、稼動能力喪失Aで判断している場合

も少なくなし」特に叫刊では、具体的事情を本健として合理的で容在日性のある

期待交益額を符定することが可能ならそれでよ止りるとして両説とも休定)Ji主と

して認められているサ

次に、財産的m士を積極的相官と消極的損古に分けて、その併定);法につい
て分析『るじ特に生命侵害の場合のィi'i板的損害、すなわち、逸失利需の算定に

ついては、相続構成と扶養構成を比較・分析して、判例を検討する 3 逸失利益

の算定は、賠償額の算定の主要な主催であり、その範囲を決めるにはいろいろ

な以素を.kil:車しなければならない。未成イ|長や主婦のように、不法行為当時に

ーノじの収人を得ていなかった干干の逸失利昨は最小限の収入を本準とよる控えH

な肯定が行われる一

続い亡、補神「内損害の賠償について牧~itする{慰"l科の木質が何かという問

題に|掲しては、梓阿では、基本的に陪f面白見のす場にありながら、阿時に制裁的

且味を認める程度にIiまっているのに対し亡、円ノドでの議論は、英米法との比

較や公告問題との関係から制裁的側面を強出する傾向が比較的強いといえる。

死亡した被害者の慰謝料話求権者の相続の可行の問題とは山J桐に、遺族凶有の

慰謝料請求権が明文で刈定されているので、請求権者の純岡が問題となる〔阿

条の規定を例示「円規定と附釈し亡、条主に明記されていない{'i"に対しても慰謝

料請求格を認めることができるということには異論がないが、やはり 定的制

北法58(fi. 52:;) 309:; [54] 



研市ノ

|担が必要であるとい λ見時かある。 慰謝科治求権<7)詫間については、~法典の

条文{干:.:.1:E10~iよ ;':-;2 条〕カら 4 分かるよぺに、お:;:jより日本の方が戦終じある

m益十日f1におし 1ては、小法行Jらによるお2培法治止、権ζill族企l'立を'1"::、kす
る社会袷{寸炉の司係からtw.'声比!む[棋の調整が区られている そこで任神社会保

布制度での担伝子日殺について検正寸る J 長 ~iーでは各径の列会綜汚':H;;[7J{先迭し

'C;3 i)、その給イすが不法行為に l;SJ巳書院償誌ぷほと守なるところがノνなくな

い、 世をィマ

を賠償額かえ作可、す心 また、年金 0')逸失:f;J:-~~刊の判断[立、その給付の日的く

宣伝O"(こふり;芋コて:るoノゼ ーのよつな剖!ぇσ、うj'，pは損害iifにもつながっ仁い

2hη :のよう(、人身拡声においては、):(専主11i[;IJI主改 l対 I_~':保険制「見、私F阜

前市IJIえの同係を考志Lて甘定する必要がある J

最:f*~ì，、相続情成山誌と扶養構成.Ufl論ぜ何本円続HH の総出が異在ることかり、

具体的なμ、律関係がどのようにhでなるか士、有f米十分には意識されこ二な治っ

た遺留分権省ゃ債格長との胡系0)同胞や例に芋げて、可ロ~:~(j)選択主摂のτ佐;.，:

をが，sl'9 ること;，::.~， lヲ吋)

第一窓 生命侵害による財産的損害に対する遺族の賠償請求権

の構成

一相続構成と扶養構成の択一的構成から併存的構成へー

不法41為によっ亡人がタヒ亡した場合、加害者以生命白書にょっとf:EL:た絹干与

を賠償する義務を買う;ニずである、 L かし、そのjwt~書簡 l出求権ル行使ずる五

f手7}叶↓なわかは可んかではないハ生命侵害の被害71は冗亡ル|コjeトパニ権手，.主体で

はなくなるので、 j刑r.fr-:.'こ対してその組合の除法を市予定寸ることはでえ在 l-'0 
そこヴ死L:_i，た被害J;の追放が、〈ーのJti￥主計償訴ぷ権イトクiI'主する干ととなる l

この ζ つな場内、 iJlI'~昔に対する抗山 J_8H;4:i吉求;立 .':'n.， つな tRtll;(. もよづし、て

1 J飽きれる(/)かは、古えから論じえれてきた問題であるr

時|司マ巨主的に民法が制[さzιf刊行されたのは19ωザからであるこその同ま

では戸本内民(L~fRJ..プ¥'IIJ '.土られたためヘ判例?主主;I:~ も円十、での議論コ主ぷ:こ D-t珂

b これを々、府民法または:LIR法という。

ο をきとちれた円本の主拡と lJLl止、!万]礼玄HニI íf~*まは、各主主 l 、，i'1#F巨?幸子縫『泊

l~fiJ ー ~.Û、 S:Ji ミ22) 以)D2



人々 相手年時嵩苅求権0)H 抑止較iJ;研)'~ : 1 ~ 

されたご

判静jの動向

牝てごしえ被再7ヰのoJ"勺 17紺戸→比 ifU~B';j(権!土相続されるわかにつし A て ~jjjjかわ

iJkっている判例は社当たりないが、それを何十空前lこ認めてv、る干]例はあるご191]0

方-;-;，'当時 5(/えの Kのお、安義湾JTがその相続人として不法

行品子供同シ Lど被害者の予想受益J員百J金1;:~苦Jも L /:"~'件ご、タι十"，未成年

白ぴ)逸失利低算定とJ王ffむを作匹、するかにつ、ミ亡、 10:2録によって、 I京工の請

求時間をみると、ちょ台所1M公務弓が以告玉川丘、了主を泊うたによぺ ιタ1;亡ろせた

ことが成 i人;と 1 て、死 l' 〆た A が :r見込|て兵役義務が *'t ズ/こ ~4絞から手1ミドずる

まc;こ受話でき丈指答を、町告はAの:'，11主人}し亡請;1¥.でさるこ L が円Lらかで

年の

ある lこLた{また、l'台慢'戸 1，，'::よるfd芦品二主主を主主';:1;'1]'のJ王者義務与が惇流人

として誌J、した場介に、被害者の子恕 2軒からわ、g:A務者が主計した.1)，-:J.~，費用

を桜え桐殺した lごとの7自白プJ下jldζ な、七Ir，J午のノ人 J去にi'1:i-J，L I 1では、 l苓1:1し

と数百者が20なまで扶長を受ける惟手uがあるとして、 7丈主正義務者が:20j:jkまで文

U-l ヲーる担J7片手~- (1 j!1治安を投下主したのは造法でめるjとし、 l未成イ|おのず円7守防

償請求権易相続Lた父刊がその損害対債を詰J、した;品台に 将来持11キきオiる収

入 ~j'2 .)dn士会かム扶養義務主が死 L:.. I~_l~ i:ま2告に支払う主主義安をJ主|ぷc:j-í~ ここ

はできない!:: 'f~ さら;、先乱軍刊誌本柱 J ついては当幸子:相続され -0 !:の立場]'，'

を採っていることか J いて、;:Vi.J主的m古の時r~ fl員 1晶求権円相続を H 時l と'~ている

惟名古品、 v野義太郊「ょ日干同"，(古 川j死にぶる生命権十7吾とよ日干同"，(古t;rj;J民権
その発と相杭J /f;'~' 協会雑誌E)~与、f;百枚重遠「格ü~，t~;t+!弘和Jの7f、機か l':1-~'} 協

会終誌48子守、我幸栄「殺さjした??戸4干の排「訓科詰ぷ也〆そのが口続 l判例没、好

実情光 I/[ _1:0伝τ?のお~Wg'í省高求存とその相続性について J 凹中出x"VI 一行祁

Ed72:政代荷口、相のよ同県司 令出f次 I叫続構成かり手I、深局日立へ j 去、f宇欣日告f嘗

内諸相などがよくギミげられて Lコる〔苦H候前Wf出 (n 1 ，'11)， :'、張1c玉 l感

謝料に|抱 9'~! 幾つかの長電子J 1持阿LW、浬必の発展 以前芋，':~俊博 i 長甲 π r: j:

需主主 j::~ 601頁以下参照)

。大刊1066，I ， 2.1、日夕 ~3i70

kt1119(、().:::; .28、白日夕:::;=;以

)(fIJ19(l(i.10 与りoタ1::l3G、ん刊11:り'7 .)丸山ヤ 1()2G 、大刊1909.'~ iG、

6リタ Sô8、大判 10(~9._1 (J .23 、 60 々(必j

1))6] l
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てとは吉H円であるい

E 学説

相続構成

ノj-Qj伝:!?によるお在的照会賠償請求権につv、ては、日本的J了;完を去に、桔品l二

を背')とするのが主 ~i~，¥ゃある 死行の出害対償請オミ縫やf:i')7.:1令市111としては

次の点古河 (j'"~) fL -t~，\;:う な号 に、牛命の十三主;;;tJJ科町戸山 e討さな介の侵でき

}こ比べてはるかに品性かっ主人なお宵であるのにも拘らず叱Jまの引 J点以!'"ct;青*

怖をむ認するというのは±!12dh占的Lこも〆十IF'~/'C おり どりふ今とど想起によっ{も

これが J::--，斗ノじすることはできない 第 に、肖定以によると号化絞ある伊l主斗

1y L 丈 f変化亡 L 丈 lt合少~:ず化しトJ卦士?の各々 f乃県害賠償績を ~git:-tるに当fっ

て均i'~f を失う結果となる 3 そ1忌焼死亡した場合には、ま「被';!;~:f1 ブト伝子常的償請

求持を Ì~'{i与し亡、子のf手先ご:に j， 叫続へに)f'紺予れるが、却化のJ晶子子:こは

死長 γ しtjドヴ?賠償仁詐女格がヲえられず、死 ~.c.Ì 持続人は国有(i')組合賠 (tt;;占求権

Lかf"d'えできなくなるので、:子屑ど ω し， ~)のである 主主 L、晴氏7S2条"が

タヒ誌の配作1-{; 投ひ官三三町減‘ ~)f: マ字紙に討する:tn1T臥 f省北求持 ji を川1;"者:ニ)，

1/ -(認めたのは、化11'CJj員書拾償請ぉ権か前民とするものである 1~l tf;同に、

手Ej;σノ?[1士官f常1白沢修の柁続会心定し止としても、 j宣校に不法行為がなかっλ

:i:kt;作を!日 i立さ什ふためll土、?日斉百円の主主主:土十~続を認)C" るぬ合と司ンょう i

なり、あまり差がなしへ約五に、内疋~~~!土日吉町「員を必ける権利主体が消滅

した乙するカ その問題も珂論的に克司liすることがで主るとしぐいるが、その

潟明'1土以|、のとおり -r-'あと，， 

~ 1'1 時間的間隔説

問山ーしつ牧 '1\ は重傷後死亡の場介と ~lrijとの j晶イ7 のパ、 ~g)t主lを|佳土することであ

3ττて宰績~'f叶~;'6王者講義巳(謀本在、 l 出6:$) フ 71 頁、金;Rg iJλ'1古準法 f係者， 1 

淑問、 19G9T)!dか !d2民、お澗i声 l債権各州[民法評北町 1[全:1T版1i 博
史社、日'17年) ?;)1-.，~-(ì2岡、金制'j 汁責ほ拝読)J (博J;t~L 19'78年;以i(;員、 1"

hF洪ョ債権各論 ¥ i)i元社、 2りり1_11-.)叩--1:~)6 辻、全相手字ヨj貞培各消(改訂版げ7

本ノ:1J ~ (i;丈朴、 2()()t)-T_) 88に~将。豆
，1 H本氏法711条に当たや c

， At，明来 1I1作日:!?による叱ι。AEl士持法市求権.:~q 会宇VT"~í~叢 4 '担'，E唱年)70~'ご

() .'t:~ì匝 l古 「告示と各誌 [Ryl、講義f¥'] (持l日;'1:以人 (時英引、 19何年J出)9頁l

1"，[ ー ~.Û、 3:， 6 ミ2(;) 以)D()



人々 相手年時嵩苅求権0)H 抑止較iJ;研)'~ : 1 ~ 

る， ¥崎、にl{ij牝といっても技会苔が致命傷を絞りた月二と花亡しえ tすとのI-Uj;，こは、

l'日ffiìJ:: まとはこk[!~{ 仁も時間 f内問 l'摘がめり、被害{í'iよは命担ヨモ被った時;ご [-1r;!i， j ，，:に

:ffr，!;賠fi計古求権';y~;Z待ンて、使よ首の死 'C'その日古止、権力守E 統ノF、(::京都される

r -;-る克j~r~ である

この説;ま.'j-Qi佼ヴ7を1)，"1木|革主的*rFf:I皮のものとみ
て;3i) 、採山!(よらないと ~1[JJZ (/) jJjイ:;..を;;:~明づることがでミず、まだ、生命そ

のものやj南方的利益F認めるこ〉ができなくなノいつ T:f号長光れなvけいつ

主l::: 刊がある，，~に

時1目的r01Plt~~~( にM~~-(~'士、

:2) 

有税:土人格的転榊であり、 f十命侵;T;'も jrl~一人格にJ、ょする/十[令慢乍とみられる

ので、 二れを þj~す之のが干当ごある止「ノ;~J l;O解 Jごある J 九十存可"継説¥'"土る

と、相主主によっし法律上CjJ也{立が平、経され、 主律上の人格おとし亡:手数年の"二

l討をμつlilJ 人(})訓示読があるこみ、牛合侵害:z二のjJj芋卜 0)Ic"J 

人搭承継説

人栴に持、する

牛命。)侵常と ~j えて、 1度方自殺人ω生命慢'1'によ I~ tÞi~-~.~治日高求権交♂取得すると

いうのが妥主であるムされる以} ま色、柑続に上ッて 1甘流人が/f:~ 主 L た ì)、律:i-J

係:ニ加えて新しし I事実がイァ却されるの守、そ J; 法{~.!剖係に J ってほ相続人:こは

-1支も属さな pうった1生利義務が壮j詩人:二執'_.-<先牛?るごとがあるのも疋より

ベ円然であ足が、ここで'，'斗人格的不れは人拾の卜lーこはは別Lて)5''lD: i~ なけれ

ばなレコない〉されゐ さらに、現行総国民Li、の伯八上義山県 J吉20m主J，庄の「く7

l土、ヨノj"UJ松吉町;償l告求f告はヨソj"v')被古によるもりでなければなんならに才色

lこ生命権{よ一身専属桧であり相続とれる xきU、主t問!系(':=f，~ まれないのーじ、生命

権侵主によ(，)jll<:::;~ft~償 l山求権(7)発 '1 が肯疋されるときは必ず被古~~子主体とし

ι認めな:l;fしはならなv寸ヱ張き1しふ

人得夜iド却にjす L ては、ね~ry'こは伎 'ëわい、にある t1i'利が ""'11 亡いることを榊

廷と山、 10 のと、 t~和続人のfuI司話ぷ縫え〉可trJ是とせず、被相続人の法浮トの

1 郭iiiii古・前掲1_:_. (1:-)) i'Ul--102同ι

ぷム鈎十・ I:Ií;'~国 j'+ (13i 56S~ ， 

リ朱，t玉置・前75戸 (13) 27;頁d

~O ノ、#古書 1 車止区f六f子 ñ，~尚早 け主え仕、 19731[.)ヲS7良、 長銀:ヲニ:岡崎掲注 (;3i566 

n、令官;実 記 i吾 L新情権各ぷ?~ (tWよい?、 i自70軒き汎♂ 855頁」
ツ 胃円四・前掲;主('!) l'/_~' 
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地f才を承i許し丈相f;:j'(人がその請求惇を旬、知的に収得するとし iうのは、 μ合理的な

/，'告があるという批半1;がある三

:3 法律概念上の雨時発生説
被￥J守に対すω不正iJおが明Uに成立する以土、半犯に被湾計の?七亡1-'.叶

自然自J二千L雪山丈めに、当然その|瞬間にその十1王行為にJる賠償清求権の全体こ

いう詰体以念の 1休まTが消滅す令部，11はなくこの慌ffT読点の主U!Jのみどは、

被古者:立まが1.J、tf→知念!の悼示'1ード仏〉みな寸 ζきである〉いう見解であゐ、ニ

ぴの)~:，~川tにこよどと、 法f律宇上のF位況f念;はよ

怜惟i叫干利'I能1りjの持部矧lいLごtある夕北じ亡と{相封釦主改t人夕兇じ亡刀が丈 μ叫ず 山Cのコ卜に三茎主複←1よるとJみ非 ζ仁、 Jそ5そιじの〉

|凶問A削1:にこは[氏ぷ計C律甘 !-j~l;可仁らJ の町隔もあリズないとみる kことができるといおに にこのような

概念は住引の設校な少の1'J、符司係の没討を説巾-;-，}一心に二~.'-ノても何乙であゐか

ら、司、反行為による即死(/j:島台ごも註惚Lたirij 視点上ごそω下;d'吉郎償請求権

が非牛 相続されると}リょするのごiあるι?

2 挟議構成

ィ、渋行為によって ':>in梓を f~ 1T されたほτ訂である死与にその桁六以官，古求

権をtバこする珂"→と J どは与;の出カ工学げられる [(j に、グじ亡に.""る援害賠償

ilij求権[..-~おいては権利主体が消滅しと i存に初めてtwt ，よパずみが、抗1古が発1:

L/=F.~'ì，はすーでいその賠刊行百ぷ栓が町民すZ;~H，が消滅Lギ伍しないので、損

7;-辺論的にみて化-i-}-(j)tr~7;-賠償"土求権を認める余抱かなしりおーに、 r)J.1-i特凶

ヌiJ がタヒ計円 t~ の損害佑償請求桧に問 L -C fl司えの)足立JトI;:JYマいな U 第三に、

打:古千mf77:定するに当よ:っと、死者本人的分こ韓此7~， 3 ，$::'1 に規定弐れ ζ いる

Ë刻字 í!) 分~~. J..Wな.，ており実-r>:がない 5

オ?の J うな埋Eさから死呂のう日Y， P.者主主 i 有 7芦慢の拒杭;を S<;:~'寸る守場では、 その

代$と-:j♀枚目当有o)H:-R利がの:&~ :J(:二ぷる伝再出\fñ:~'吉 ;Jdt:'が佐川される J こ

のわ、主'Ii主成J'IL冶は11干、J(iJの起草者の者え )i(，ニ起閃するーパ

に郭iiiii古・前掲1_:_. (1:-)) i'Ul--102同ι

目不」、宇，f:I ([:.:前民二;による死省のJI 古日!~1宗伯求権 与試界 (1967イi 丈jj)お，，81P. 

川 1I本氏L!、711灸l当たる三

~;;抗日l)J;!( .前掲t----'..: け5) 7(_:~--i I qη 

~i ， ~)f:LY.高 /命侵7，:こ」る照会賠償請求 lごI見v て 相悦仇成埋ぬと扶:iH布r:x:
JlIl諭 J .F/l'判例研究ヲをおぶ-p-，

1""1 ー ~.Û、 S:Ji.:;lS) :lOE 宅
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扶長補成におけるおt;:結催請求惇の字体はJ士官-it務芸O-;'Yヒ亡によって扶世請

求桜子侵害主わたズごある， 1三??から~t;}1;{に iL~4よ t_())~K0~ ←三:けていた士号ノ引よ、

f人言雲市古ぷ権のJW，乙':(';;:じたに認めることか苔討であろ λか、死者かF 可Ij:φむ、交
品求をそ:1 とかあ ω いは実際(，::.~丈苦を与与えれ〕て v 、たかは同わなし~ι肌芋71 が

死亡したj詩/;.-:こも、将来成長してその剖J二対 v て扶炎を履行ずることが際安視

される場合には、訟のい翌日百ぷ権の校害があるとみることがし主る… ~，H，、

克巳えに ;f~が十へ支有要寸ノJ 午前に jj:l.i全 Tゐのは相 1 :Ljなlil罰戸工直後手あり、了の主人

安能力i7)有告についても確実くは吉い署長いーさらに、 子の;11*;可能川沼まマ説

が土出子iるu.'有貴べ数古賀等を投|会すると、殺害者の穀がJJU害者:こ対して請求

むきω伏先高求権の侵訓示よ三， ]，μ t;:K立法官巨は極的て微々たるものとなi.~J 2';ぺ

扶交主と務者の兆亡に Eって子入金十色干IJ者はず人長引採の長矢lよ'"冷害賠憤請以

権を取得よるが、 Uここでいう扶養ドついては、が符的給与こいλ見白と半純

;こ余波l'/I 有形ふJ給 JJ;こ|担るのでは令く、は!?辛[ι;こ ~'dljjl されるもので品れば労

務の書貰も扶養仁なるとい与見解月がある 没省は、戦場で将ケ収入だけでは

なく、本字l従事 fる家事労校も也の忽i削対 J-6i丈交となる t:~_、家事労働

(! j財育的自::ill則土、叫式的・上こ7字的に米枚以守十よJtして喪失した俊持安打続を合

たするのてやはなく、杯状交住73?の喪失引i誌や円千九(f'J\'~":主主すこすべ主で Jちるとするべ

日本との比較及び検討

1;;;;:での判 :y~グ〉泊れをみると、小法jf ，与により負傷{乏しはりくで死亡した勾

?をに;f3~， ¥ ~ど 受傷絞タCIごまての;免た干IJ市どよなく、被害計カヲミ)Jを全うした同

(，:，，(7)逸失利益を訟めた大 :m~院の吋 l)↓引".次いで、::$.<~当刀ユド]J 死の場:，:"一手-;--;，'に

よる財防的損害凶ft\~た主権の相続を認めね 1可決:';1 が!nさ j しf干

E 

}¥ 

審F4 は芸本的に死苔におけるう日Y， P.者主主清 7芦慢の姶']こその相杭人へのノ1kq，~:を示

;Eづる ，'i場モ維らし、最高践すリjI!も 民L_.C相続咋舟frとし ζいる

これに対して、時河では、パ、υ

この上う~，-、

::;-早品目t1'1;::;員害対償iLrr::Cf)-fJ日苦成 決長構成f:J論に間 1.，(-裁判貸料2U事ltf42:-j
山門

~-~主目寸法 l 諸島;相続iJ.、「情 2 主n--r HD:J~ (!，ムノ汁十、目的行て::;刻、玄し

'0 鄭貴銃・前掲己〔ヲ ι[2行~，-

川大:::]大1:.2iすよO;IZO口氏t1;19:14910民、大-;"1大iE9 !t-4 }-;20日弐銭2G日SS3買
っ よ削JI.; IIJ~、年 1 月日円民銀 5 輯 1:、U:R:叶

]60J 円
/
3ヌ《仁rコ)
 
i
 
5
 

p円h
 
同l ワず引J4叩
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」る賠償請求権について、，1.[白かニヤしコた収f刊は存イIしなし叶 込矢/FI~k主的許

主に .i3 けると l' ，~-i賓の ]"CI:e:問 ~g:二苅する判 [;123"で、-~) I~ 宅情:J.!Zを:TrJほと 1.'Cいるテ

ιL 治行f話三ノふ、

è詳;止のを化をみ ωr 、 1: 本では、 j寸法引日斗 H-~ の jtlL~，- ~守的考え万 l立化77 の担

士賠償高求権の相続を古ノEずる守主持であったことかり桂村こを否定寸る見桝hが

多かったし刀、し、 At1jl、IL:z年ll)n 20村氏録19較910.::":tふ長っかけに、不
IY、f二品賞ドにうい f も牝音の長J占ngfF{~t#)λ作 f刀羽-;.:(.士主奇承認 rゐ苧設が優勢力

なり、 tH宵出償請求枠内梓禾:J主 J本消滅とい λ難点を:'.C8Q'q-るために、 U:ll判的14

h日!乃l 、阪 rR!ßl.z~;;í，:j件、北者人情rf!寸言語J ¥μ 人将午、端説却などが捷'J、千三れたc

しかし、相続構成長 y論理的 tJ.:~;f，\~ すなわち、千がWl して測が相持するお千干

に了の得、か:)~収入をふi続さ廿之羽:白じの化後の手人主までうえる結県に近

似し た実桜をとiえたば:訟をf与さ，rる弔践が年 υること士とのぽr11かム持続をと土、

討し、子人売の喪失などのiE払問手J(i )J~，寄 iニヱす寸る日告償読求権主認めるべ主であ

ペヲとの込併がIrc'タく土~~えれて 1，'るやれ

むのような日本での談話を踏まえて、 1ヰF司グ〉苧誌でiJ、相続i'J定説と状主構

成祝がメイ ¥lしてし Iる. 'l'WJ~ は 呈して死ιぴ〉十日1;"賠償"奇求権的*84涜を肯疋して
おり、通説も相続山吉説e&，;，ンl しかし 歳出ずは扶五刑訴喪t;こよる泣"!)!，、

三大1'111966.1 .31、6日夕23li、ったr:J1966 < ~ .28， 行;. 2:)23"， 

mjJJ、殺ぶi車円高権各論.1 有玄関、 合1お年)111:，8良刀、 l¥技古来「事権J己理・

4、当平'1得 小松行為 ( [~牛百平山1任、 l037'ét._) 13!)}'-{、陸;主主言語 批評 日都世、

ヤー会准~，=t: l考!日号50買以 l'， 

217T村良 川、反行為法 (3版L 1イi斐問、 200511'-) I ワ ot(~:~ [;0 

う舟橋誇 l生命侵害による渇与の賠償と相続J C損害胎償責任の研究{ト!

f12-iさ主主淀l苦 1，有43限 lf)()()年i:i:il民以「
側平野JえJ，(~.li r il_ ff;侵害に4る葬式政府の賠償請仏志林27幸2すIII[頁-

杉之主主ヰ 恥 4 1J :;1:民事法陪布~ :3年皮];I-1':-i*7:)頁ιl卜
?川わ j淡災i昨路q存十川附j丸 I円川/ぺI_"f:舟λ吋l涜芸 f合2古t:心の)~拐買:士7ご:陪↑温善 弓半手務守五理l阻 メぷ、当引j侭3 イ小、法J行]為 [;辻t法;謂罪
l凶臼{“:JんJ 有斐悶、 i凶台8幻~i三主王) ;-j引出l口川1

台伊"】此守誌色J述宝苧 '1信良1格宇領諭A (巌松:ili:吉山、 18-HVle¥ 67R-~'人 1 ， JJ'ド康法 lおまわ土

地l立の.!f'\'i:ffiか」末JII惇はか編~';3;:!J9ミム:_(r)諸問題 抱摂光社温何論文集右斐際、

ID69ヰ 3，ワ白1:'、「一

イ"朱亡で幾 百ijJt;;+'(13; 27~1.::r、宇太4& ' i':Jちn→ (23)83--8tr=I、 1，:kiii泰印刷
金品，ffi;-. JUiモU:-j)41(トモ1;(:=1"令官潟安涜 e 前科Jt主 l:!U;出 4-(l ~l)頁、

1011 ー ~.Û、 S:Ji ミ'r，)以)Sfì
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出イ-{0)相会賠償詩求惇を認める、きであると ν う守二3長も F曽ぇTいる"吃とし

た被害よi'Oi損害見d合詰求権やす1)'どするカ了、，ごするか ζ いう問題の背景にはiユ下

のような怖値判断0)メ;rUが品。という見解uがある。，と に、花杭<WJえが波Z

77 の斜J宗一円前世をr.rた守るのは、イ、法"ノ:~(，ヲ予防 11ア理能 J 制t~ 門機訟を町、読し、

司法政索前な担湿なu、'vf'史 ~:L(，こJるもので志 L'J、"'相絞楠況はメ、法行為円相士

法治機詑ふ市民しど竿Fヨプム祈(l)JJ;!JWに忠尖だから cある J 第 ;二、桐続市I;¥(d: 

牝rどいう長J出J子息終紋己者に院してj町屋しながら、 .?--(T;活情請求作l関Lて

被古ιi7)死亡時戸、に止，3~，ミての相続による配分を考えゐのにρl して、 ~I 相続情成

はそのふろな財貨の自己Jを抗徐1る ?i~;三い、花治構戎を止 λるで会的 思想

「九官長 ζ! て、結斗の主Mチ閣係・事cL主主~の特貨がノ~!Jられ/ひが、

{)ものとしては、氏，-のi正人ート瓦的位成が不げられゐぃ

これにA.j-1/す

もらろん、不法行為によコて告しったTd芦を力11吉誌に日1:':1自ごイトるべきであるこ

と自件に関してはゥ141fはないc 肘炉、iZ化1ιLて院が1i体でなくな〉た被害者の

叫'でかとの tうJ把握して加宍主主l賠伐させるの拍で為る J 時刻と汁本。)判

例・予説の多くが記c;~!: 絞害者のj員法駐作1詰 k維の相続を i'j' 'ïÌ>t-るに以、 ~ti

技団I引扶ft.fIJ前i喪天によるす円台以業 l古文言百より、 Jたしした被7;ι心主見失I"J主主

を主主たして得らjiる損寺賠償請ぷ慌の方が各役(合あり、被害者rコJxiえに有不11な

闘があるという)マが多く作出して，'る c':思わ札ゐ 重f弘f交の致死(7)場〆守と叩死

の場合 rの士つ街を')lJるとい 7前から b叶続f:jk:誌は説得力があ~)，かL、相

f~::C構成説をとフても、喧校。〕扶養不'11去を喪失による加で?が台疋されゐわげではな

い E'1の下級気判lリi*IJ氏 Lは、相続人の間の損害額の調主主のj括;141や付続人

ではない主からり#義利1ui:の詰{常泊ぷの場川1/，えひ相読人力相続グト以来した場

市J57セ (L()~ ~t:: 7司、邦制 1白目前掲ì+: U :i) Î()l~" 了{巴白、合j尉ー・苅1~ì+ (1 :-):~ 

S()()頁、伊詰日、 日渇作¥13) ilO~--/lOA頁、金川容 πu抱ι十 (L'l:，出;~.--部品頁

4 部責拍 七Hg~主 l日Gi :~ワヌI雪、 l直明主 古I'i注 (];1) 70頁以卜、企時沫 lイ古

権名品事務ぞÌ~;[ ・小当+Jj{，~- . ，1、l去行為 lこι社、 1989't)790只以ト、有

6 :!:Ý~~ ':-たた惟侵害 b よる損害防償請求総のÚ~ fLH約'tJ 家 tt~山手~~占た 朴京i哀z

校法y紀念:n;，)258以|、樺謹可「不法行為話!-~ (訴二号任、 199wr:.お7，:;{tI， 。

l 主町一流 l'l奇怪件誌 [とお2版，idJ :: :~'立女十、 1997作)バ15--8 Je玄し

-13 ~皮 J戸長の紀伊J 日が漬扶年合をそけているよことは淀芦おの:くりに刈する穀i:M

科の官公に再プ告する日をJポへている{アて刊|η柁3千r3H刀ヨ氏集 t 在lS:2I''{)'0 

.U?可探の出l同i'-<'C);I人jÌ，:;:利待 J史うえによる十肩書~':\位請求ふ l芯めた f京民地半IJ8i'1ヂ1:16

二日誌58:円 51;}) 3C'i5 )621 
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件。におし、では、扶ヲを羽訟の1'2:う去に Jる伝士を認め、 0，積一1'，'でも扶世帯求権

の夜子守が不法 1J:[，るふf士山-，るという，'，では呉識がないιむ 相i続格!ιと扶j立構成
(二「ららの つをさ択すべきではなく、併もーできる司係にあ φと也われる ) 

刀、L、そうす.{)(V 、イ、法千 '-7t( よ(て叱亡〕と枯高官<7).1付~':;主人 Cう禾]読介被扶養

苫の利主まが街尖するf品.{';をどう解決するのかと..う刊誌がWIて〈るこ この刊足立

;こ Jいとは、結苧でさらにir-:' ベ以みことにする J

第二章 生命侵害による死亡被害者の慰謝料請求権の相続性

i雪下てさ主が主句会員うて肉体的・王寺神的に汗艇か芝[，-jて夜I1.たが、事苅iこ設

謝料請ぷ惟を行使Lた場合には ~I~J~ な主波詰Ji)主に笠わ"丸J続の対話，Iな

る ただL、」列立す謝料請求権を行使する前に「ヴに死亡したり、日日死の場合

;これ、ぞの慰訪科Eき求1長がは絞りえす集となる (J;かについ-('~:;:二;~~~~7~、あるーしか

l 、，ltt謝料;立す引4 交 i ふた lり;高や摂失 l た有体行J ・精神的ギ;n~(，-;:，J--Jゐ鴻佑の

~'>n仁を J~.':)ものであるともみられるの「、死亡し ト絞当昔にそのような肉体

自U-花神的子守痛がなかったとは断定で主なし、c

~~~. ，t¥; l ;-);2 ;長位び日比;-11来は、不'"ゴrlうに;.~-)ど y仁ごした --tYO)ー，;L範 l!f:，7)寸主義

話は目白山慰斗-;'f-+I主主梓すイゴf"ノこよを(!i-J立:で完:長LてLるυLかし、 i霊法がF

亡した絞望者の慰謝料詰<'JZi1Jiを社l'売宇 Qのかに隠しご:J明確いしくお l二ず、ゐ主

t!?Jjか;討す科"古求持を行使でさずに化亡したりl!日ヒしたj，号斗に佼τ者本人ωな
謝科請求権も併セてETぷビ主るのゥ、という民需が生じる U また、給神的損害の

常;a: ;;~;+:tt;:の芳江殺に院 ν ては、 則産仕的Jj机i口1士 Uの)~炉士t蛍1. ;1山古μJぷkい井培~uり〕柘争続苦引l → fお:;，げT る~~可 L坦也J

以れし も i身子由属権〆 v う慰F謝射料:討tj川dヰkt権主Cのヲ相主涜在7を'!:ri認;:1，.1めj，r乙}こ炉が}明九きJる5の刀かミkい

行問自も存/する

判明jの動向

年 4月山E下ct，f(:12.'，き47;日Gs民、等hl，JJ~;.判 i問手 l~r 年 II 月 4 日父述民'1二日巻 b

;;)-1729伝、 nぞ花[f.立支判aLltJ1Di:-:?:J1511交通此集7巻 iJ-;J'H)26~ 、 すぐ都凸

地引il引口，161'):1.1弓3D[]交通天集4さG0'175G頁、六日Z地割Jlli'i訂以午 2月131→交

:ì.~~f，長!っ守宅 i 号2:i1 点、 1業i出向、ドhx，1，1年7日15i 
h 段j:lJ平iZ年9}-j 7' D2j'j 小法廷じ:J 決'[:11 刊~~.;t ';;)Hì28号29 I'L

46 胃円何・前斗:J;'~ (41) ~A日t::L

1c，:lJ ー ~.Û、 S:， 6.:;l4) 以)8~
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持1'lolpJ何l士、手ヒし いた符合廷の則;m約JCit;:の不当討を削tttとした|で、 5忌:::':'，;;謝ポ

科詰求1控程dのJ社相!R;続守《百詐下刊千件干γ円一すヲる，'/1-鳩品ふとツてさた Iι抗{ヲ年に慰占謝J科詰.'"経主のJ司

l!初1りJめて認灼に F大tた':d-、此σの〕判6決たγ"弓刀か三斗f日X、刀か〉、 5萩Z審判l決j札Lが 被古者 が f刊代-¥;わ 1')C~ 

f病広院h 人院中 J遅宝4恥ム手を日叱乙り悔や」いト百コ丈と吋1ポri';実Eが;認『めらJれ1ぺゐ、 これは奴

士汁品5 かその精神的台需に i均して死ぬ前;ニ本 i'tJJU 士品 hこ~~ :~て是非了刊を請求する

ヨ，tt;r， ~:.芸 'rミしたこ v切られるし、七百思表々、:土llL:二慰l引料を請求するぜ忠を去ノJミ

?ゐ日けで足りゐ J ，t_干'1:\苛 L l:.の t 対 Lて、「拾神的ゴ告さに女了 t;;:) 日df，;-~~古ボ

十干は被4主者が」九をMγ~立てしたり、免除したとみられゐ特別な事清かな、ミIS1L!)、

ヰ前に詰J、ω意思呑戸ノJする必要なく以江]的に花治主れると解釈するdがは当

どあるこして、市!司被;r:;'省ジ〕思謝料請求権(})桐杭芥 lLZめたと併される原判以内

結論は~~である)いう，一く、 !']i~， ~与すんす請ぷ住 ~J ~t 有同性シ L て札1.濯きれなし 1

こLなれ)ク)判決以K.致l高料請求権乃当ク大問絞と1ゐう論旨;ユ;京出じきなh

を認める判決 bが済いた

FF説E 

相続肯定説

精神l包括手干の胎償詩求権グ)相続性が認めうわる刀にぬ!て l士、学目立刀、対171

しう L 、死語の村山11~!0mL~:O)括償i 二求梓も相続えれるという 11寺IilJ ぷ~; ~jJ 

F而~~が通説的主也{ょを点めている勺慰謝刈請求権しりは続性を認め Q よJ，，:7J: ζ 、精神

Rljわって?の目立債をお在的tr~ 7;-o)照償と呉なった抜、、をする之、公はなく、身fてCET

，J)場1:1'~": (よ!長tili科詰ぷ権が生するがら ばじのよ品会にも慰謝科請求桧が認めら

れ之}のは奇比である p 相下杭どtをiペザニ1才し(工、相続人目付り慰謝料治求権のみが

成立土之、杭果k な打、その百J求訴ないし;，r，'d宮町が減少し、被斉:円側訂以~'lj カ川、

|ノJ な恐れがあるので、被~ß聞の保護のために l山iJ ~百三世停を if:'に行使させる

べ(~ "(" J:;る等を、そのJWIIIと Lζいる抗体'i0(ャ lz以下のぶうになる口

治 に、則立主的ff1'~の日吉1'~~請求昨に!唱してその相続牲を認める湿りは、それ

亡し、る

とは ;i :t~.t思，1:科詰求権の一身専属↑刊をお詞〕てその相夜刊をの忍する1平1111土

人ブー!日行リ 10，23、

1641 

" 大半H0(-)(-).1O.:8、時氏タ133:1

JS _).、f-I~1 U6i， !)お、 66タ1O~?5、人flj1U69. /1.15、60タ268、

G9タ1380c
49 全淑子宮冷潟、足~.:L、f主総各引(引 :.lli， I J:lili.UJ は学会、 Zl)()()年; ;-;2'(頁Lへ下 J
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研市ノ

なl''0 H:):~~t料請求擦には日fJJ 人ぃ梓宇干しない Jィ事同的な法去をのfえ;17がめると

~:左とずるまZ素があることは硲かではあるが、その72特に上る JW干'tr. ;":j'白話求権

が原則的"，主銭給付を口約とするものであるの F、TI説和請求権もftj主的な羽

者のtr!ftt~告求権 Y 丙:じ〈が絞 :"i を持つト考える〈くさである こC勺よろに慰謝料

日古求構内十E杭を認めると、被;?:品(7)桔紘;人であるj電昔、;こは、 7Cこ条にJる自伝

の慰l甜料話ぷ!!eがあるめど、 つの慰北半h吉求惟;;H'守つことになる J 刀し、

仕者の精市的J員4どがZ の円続人であゐ J立桜に尼伐され f-"/しでも、 Z れ;::'1-"，

て遣技]身内柏村II~'J以下買が除去されるわけではな'"遺肢が杷絞 ~J 慰謝判請

求杭は被害者が被った精神的指害を賠償するrJ;，";'あり、 ;'cl~方追放刀支持つ|苛イちの

請J、地:土被宍省の死1によって牛た11身心不計約jはうさチ出世するためのもの

であゐ 紅ノて、二つの以謝料請求権を行使「るとし f も、それは二重賠償に

i二品、[コ士U、 n ただ、 jす，;~毒求権を h:t ，L る場合ιおにる京ii~l ギ(/)算定」おいては、

I向可??の関係を寺泊 ct;J;f~-C 回目1すべ主である以 c

第 仁、死省の桁宇河川なJHf??賠償(i')円高六搾も;昨|削内:A11塙叫によッてその栴絞

ttが認めつれるハこの〉きに苦の相続八が自己|ム fの精神的損古110H

担枯J干汚3キ絞二

し刀 1、jどが照的損予ぽ{熊取)主主うごじl正 つUの〉精不府ホ自的ヲのゴ損員主害ヰ!姑t治古丹償雪5請百Jおdメ叉+桧主の J存~:{j:在一 Jや

~)志して?人 )E する"

第 ;、ぺ、 fコのよう lfロ占JH詰'RI主のぞ~，;言が客観イピー涼引化されて v 、る場合

ぞれ相続ゲlーをにや疋するのは玄~ではないので、佼:会長がl!}ftI:: L-たiえとと;こは，~、

人特ノ守、4昔日1によっ亡問題を珂fiける方がよしL

!;Yiil~わ l 古ぷj1i'の相統を íf:g .1)る場(\'(土、死 l ν た渋士ぎりj:j:JQ-1五円玉有の慰謝

料 ~jlJ)J(権を規"1!. L.!:'弘氏7;)>~-1ミ k の関係，-コいでは、慰謝料をー L!_' ぃ ~lfj;jにする

ことを防ト寸るために、矩続人で死苫の!t;:，~t f'!請求権を lYJ~. t.-/ナ1:i-にう c'ては、

ふヌ11 円J にその凶有の「吉村{ド:;H:~吾が境捕されるものとするが、それシj、タ~(!;，-nの:}:-iJ
甘の精神的JR'LJは日jのものと長つべきであるコら

2 税続否定説

日享ペポョ!古ー市tèj~:'主 u川 g4 ト)会 44 ，1，

hι相ねー IIIJ ~司 i~ (1:1)川2-H

引金銭ア・百iJtgj;土(1:-)):'67頁l

l0fi.l ー ~.Û、 S:Ji.:;l2) 以)82



人々相手年時嵩苅求権0)H 抑止較iJ;研)'~ : 1 ~ 

ォ:比一をoえずる語解l之、忌'，，，ポヰ(立精神的合需に対する締法として被告白一本人

に支給ιれるべ主一身寄高権であるのご、死者の慰謝料話求総lよ相続的対象こ
ならな"す一るお、そして待以7日年:がiCJ見者;ニ精神的日古活出請求停をラえ

るのは、実!Ë.i去によ J て拍 J仰:'下民有一戸:í 世話)]<:i'~のノトii主析が rf I~_まされているかわ

ごあゐこ解釈?る」具休前には九十のとれ{であるυ

執ーに、桁続というのは、被相続人が:-i:.{(]I-;yに有L、いた財岸との低利 iノ本

が川悦人に本緋されゐこ J任意IH、7ゐので 被当音7~f将主将九t" ~土 J"'の利益

ぴ)長突による判官とし通うのは、被胃首の死亡によって生ずるのであり、被古ι
の化亡前のm害とはν 主主ご1、ものふあるがら、理制卜このような指害を十七悼の
i¥']-$ここするcつは民仁しh

他人のふh令をEL た者i土秘壬一昔の位系山 J;'Ä 、じj:';干~-] ~J~ 及び~c偶者に対しとは

H行上のfHーがとh¥"場合(こもtH古よしIl:立Fる正江古あゐと規定して，，，ゐ斡又752

条i立、物足[ド}}員容にtJづる請、.1::T在及び精神的j童書;こ対する慰謝科話求権を|司~~

1一規定したものゆメ、 7宣J交が夜:主缶山手r:"によって税:た有可3・)Hf，取の出';t:;-:'lS'

自己 !C，]布の裕和i を俣純 ~L て、 rrn-主力E 古苦 I:R~'tl を請求できる、と在所 J-~ の

が玄さl:;-，午あり、 f!.iiU民でによって権利下体がなくなる均台を予約して、持ょた75り

-~.ーが閣議ふ立U;:内に鮮決したにもう勺うわらず、 J，);t-c ~-.~間1'1ぢ間川前等山花王型的

技巧芽ン!-!-J~，ゐな古川慰謝料"自求権的相続祉を認めゐ必wはなし川

第 ;、 !'ï司 i，\ 科長ぷ十与がは続人によっ -r 手、継されるか〆いう司窓 l ついて J:iJ~

予j-jぺきヴとしては、lI:t;:ilt利か宇向Rf:J!，品、素をざめているωで慰謝料品求権L士七l

格的に~J:r存尻ほではないのかと ν う山及び、生Jヘ!を白書主れた l品合 lこ損害が

!I:， L.，た瞬1;;~.~複合~が死してJ令H主体ではなくなるこいう点、韓民752条

によっど他人的生命を寄L./~--1ヲ(之被斉朽の亙系羊」司。直系半~及が円」偶者 t だ

しては肘在 !s)打守がない場fTしこもf吉伸!のJf:士を与えたj易ハには慰謝科を支

払うことふ況光L"(ν るが、 この氾3どと慰謝料話ぷ権の相続手tの河，~~カどのぶ

うにl斗主すみかた¥'.う点が指摘されているニつまり、 W，者が向jJ-σY7f，I'+;;吉岡

と守る損害(/)tu¥fft詰求権を生保市に取得Lなρ 炉、相続人がこれをギ(f¥S.-9'---ゐこ

ともあ"えないのぞ、相続百うと説υガJかみ理の 立佐カゐるとuうヰ:張がある

日全曾f義=安 1害 CF{~准斗論( ~) "¥持;射|、 1984主) 8~)'(R> 

'， j構Hg雨「債権各誌巳¥i生 dL、1996年、 679ftl:J、十

日 11 氏/11$ に :~td' ゐ u

刊金目弁当前掲;主(，12)計十絞り頁{

L66] l
よ
3ヌ《仁rコ)
 
i
 
5
 

p円h
 
同l ワず引J4叩



研市ノ

おこい、彼ZfJのおt;:結催請求の芳明支小のメj;f!hとは関係な丸、本来慰謝料

詰求権は 身専属杵があるゆえ、死亡J片し〉近視J片はお叉i「立条のrJLi:(ャより :J:iJ

古の，J謝宇?請:jt十年少持つにすぎず、相続;ーはないk解釈する，，7

E 田本との比較及び検討

ドイえにおける慰謝料詰水慌に闘す匂判例:土、財芦::~損害の杭i合 ~R-'Rほとはや

や異なっ丈一展開千三寸 始めに判例(工、負悔後致仕事↑刊において負傷者の治

利内清求権0')~ J:伐の品以表示によって、 身専属十lは失わ札るという立場に

で?っ 1 、必亡まごω問に !i):~)←科3言、ぷヰ三，Fj，d.; るが Jよかをはしたにしかし、 E本

の景品 i&tlj叶 l土、交通事故幻視'0' 省が È，~~不日目白王王手三{ した事宋ーと、最f!jU{1

不0'1二年1月1[}民主むさ9写2249頁l立、慰謝料詰 jt;主の +-1専阿佐を否定L、

死誌の慰謝料請求摂の f引先，:'11 を汁疋よるi拐を t'~ ヮ 1~ 、そのぽr11と ..c次の六

カ学げら引てし 3る c:-: ;こ、晶子ヰE古f高請とにf長山公正t，ι，.大につし 2ては民iムh財w
f'(itÞi~と ~i 財産J吋泊宍を[，別してしない:と、第 、慰謝料高対J梓{土令絞主主

1在 jさなv、から相流否定の俣拠をにくこと、第一t、被当:昔J)，:ll謝料詰ふ注

と 711 粂による京祈判"古求拝とは後匂~ l'iJ1i去を異にする内のゆえりl存可下??であ

る、と t(j刊に、被害ず?の悦殺人は711;長の感謝科請求注々収得しえないi詰合

もあ。から、 711条があるここは徒士主本人の慰謝料 l高求権の相続出二五定σノヨ
卜H:73 ιl、予〆甘木7
一ふつ.'一~ 、gi

これLけして、斡01では、大刊U1966.10.18、66タ133，::ぴ、下J日がるこ認の慰赤字i

話ぶ権が当然ほ続 5れると出jノメ L て以来、一貫し L慰謝中前ぷ福沢〉当快J仕様 l~:

訟めている、死省内慰謝料"か)警の当然相伝に問ヲるれJ伐としては、:I小よ"

年は炉甲し)Ci，者がう思1z明況によ Jザ慰謝料品1J本建円相続を司、め庁のを;g

:)~金波泰・前 jgj;←(1(;) ，lJ l頁し

日)<'fIJI，:~ 日平 6 月::; 1:民主主?:=iIf昔日同ワ頁、ん手Hti利ワ年5月以)i11'主体苅問;..;7ll?
号品目{残念残念事fijυ ド('J では、 ;~J 訳者に白千の慰謝料は認めりれず、

被害者の慰謝科請;'，1去の応終が記められといるカ 引絞が認めレコれるのは担者

省と波む話との[，止で慰謝料の支)1点、作意さ1ν士、場令、オニぷぴ、波亡当カ玩i訟に

よって!，];J謝件を治ぷLているよ方合のみであるので、 二のようなドイツの考え方

う¥|ノドの人形引の考え占りiJ_¥-jfr去になったものと1ιtわれるとω指摘かある I111
[il if J; J • í~;-;(ノ水品川・小)I !i:~'三 L 法のことわざと民法川北大I文書 1':]行会、 1日85/~， J

24同日、):1:宍て材、まさ':')

107J ー ~.Û、 3:， 6 ミ'(;)以)SO



人々相手年時嵩苅求権0)H 抑止較iJ;研)'~ : 1 ~ 

けて、フわ云院l士、 l敗目的;こ忌'，，，ポヰ請求権が相続される三したご二二で:ャリすべ

3ことは、 yN.IJ.jの判外で iよ慰すl判請求維の行続) ぶいて、 l F j しゃ枚与さしたり

免除した〉み円れる引"I~ な事情がない i思 1') J いう何喜がり1:えられている部分

不法1jCl~ によ て1[;偽を長い化にカけている波書官が、わさわさ詰訴

権の放烹を支制するーとはさ乞にくしヘ 下れは、大法応l が慰謝判請求十'ff'(l) 土~o/.そ

である

甘Fl完全始めて認めるにあたっ、 l土、 íif ;kの tぜた:友ト;A~k<トゼ rfJtしていたのーじはな

幹百三↑本的':'j例lよれ 4て死告の慰.A!刊誌求権内当初桐続が宅相したことに

対し九、デ話~，】とは倒読を白之.，る Q\?， と E7も;オる~~刀主主7.\f しごいる惇 1 ~ゼは、

いかど 2_われゐ。

叶十、でi土ぞれがhあるが、死省の慰}謝料諸，<1:梓!C)祁抗争認める

定する見解が少なくない山J三

情絞心疋:;:~i ;t、計謝料請求権は思議;_.'j'主 J点苔の ::r専問権だから桐続の対象

とはならないこい λ!_{、 Tí び、，R;;J、の刈"川が被害者のi立払に li; 1; 1~の lbj.謝料請

求権?('J_'~~めマいる刀、ヒ、被すー主平への慰謝料 l完求権を芯めマ想続手「ケやするこ

~il賠償を受け ω ことになる ω いう点を論拠と ).6 ハしかし、足、誠科誌、川主の

身専属刊につし Iて:土、 l泊l品古求クの)煮kF民七尽、表y刀不I戸之にふつてt泊白常クの)ゴ合三き銭みイ債責権f化口すること、

f比4び、 そσのJ:宝歪出2点h主わLシノイ不:戸ミιlは三1ι上只i体f的内妥L当当性に1"μ1らイぜrぷ;ばJ
み之るJこ、 干相日占続冗什〉定誌η珪[凶1IとLて[はよ lう叶rでlはよな V品ともいえる 重円昨主償:にごな i')~，陪言

奇?常Eそ:凱がIZZ〈な4ゐ》ので:は手ないかいいう点;ついマ;ょ、何 人が同分 μ|有の'IJ"liH

"古求権と相続したタ己認の慰謝料"土求権をi円'1守l行使する|出に、その事実を賠償

官民の算定で考慮すればよいと革えられる L

!.y，;r若手"法ぷj撃の当然花抗争認めないと、 fE古グト渋っr場(-:-にはぶ人の慰謝料

を認め亡、それよれ kさL叫、-r>:であふ生命が?て者さJL汗i易きには;:t謝料がtrkl;

されゐこ v うィ、fi理と、死亡同心慰謝料請求権を行使Lだj易ハとそョーもできす

に即死 L.，jニ鳩ノよとの売に不均問が生ずるドと泣いっ、も、!妨害;ごぷる内休，ドJ' 

5つ金錫'?. S-iJ'j~:~主\I :~ì :'67頁~)， l'¥郭間It;:.百両;土 (l(i)?i4:i--0，j，j頁tl:'、

会淑子 口Ii掃討 (.EJi 2.ワ7tU:;， r-< ~;'::侶芥。計千?M-f: (13;引っ目以「コ

山口付比 r}TI，{謝料m:kt在J iJ;学教~'l12ü 号泣長以下。 ;-.Y，~民生ケj 『不」、 1 J為i1."
1， f言1 社、 2()(}2年、)S4Gn 以上、加，ji，if~l言「府1 民法jjミp存続包理・不当利得・

不法行為 市己坂白斐悶、 2005午)275百以 F"

5 草立区民法/:，::条及11'1:イ、民法711条I
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将伸的苦痛が死亡の方より侭令子少ない士 l土佐』ムなt1， ti!i度めは休陪t;:により

被害rが;Ii(j与さる逸失平"持及び泡宍半?号、ふJ休(ド摘神Ife苦刊lよ、む ろ死
によるそ1しより χきv 場行もあ')1与ゐと忠われる1"'1 え[工、何物人記 c;;:K:~:~で

労倒J力を完今、にきたった J て取押した財r干 の損害見i世話求憶は、 E主主、:f!~ (--tる

が1療費 介護費のため、そして死亡のJ持fiに控除される i:)丙貨を技|止されない

刀ム、死亡の場合」っさらノ認とな人肉体内 持朴[ド~:~:痛は死亡の場台よけん A

t なるー慰謝アヰの現'ての l勾谷‘機能チ考え斗任、 ~'(J~出中 i(立中に精神げ:Jj戸古 f け

ではなく、町7償問を引き土げゐための説啓的絞能を甘!ってt'ると、ミう指摘じのあ

るよう心、人JJ1員害における卦謝料請ぷほの 1'11断ば石;ー害'5'1出)が対ッた肉体的・

村神的作惜の3毛皮チ恥 II~~ して、治 :~IY:J ~，ーそのE立法績が山氏三べさじあみう

第三章 人身侵害の場合における損害論

牛南?岨身体(ゴ、Jする不法行為ω均ノ子仁、 JJn宍占 ~.-1~-1:ヰ~言 fþt させるため l は、

その日リ ~;'t ムなる損Jt-の存正念をさ~f~t しておく必要があるいここむはま「、 へ.rri自
7守:ニi止する判別、お。九び、不法行為 般における相7ぞ概去にi判-， .6 ê~プ訳を検ηj

した卜で、その人司損害の出併ヘぴ寸;紳士考事する F ととする U

一般的損害概念

差額説

損害乙は めるヲょによぺ、防庁またはその H!~(})iLt，十字対LC絞った不干Ilr三

イトいう。こ r 双山[よ庶民的に合~:-v.こしてJ何 間壊される日 不法行為一段に

おける封書概念を〉義 Fるh あムって、議論のIH発点 L なるのはr部訟であるべ

差初日12[立、ィ、法行為がなければ存j，したはすの千世話状態と小法行為がヲでに

発生Lた現存の禾EW、設との主役会出書とするものじある日正部:ノいャ」ると、

似定的刈並;， f~立再三ミ J支日V財産打、主主 C) 差額かj'fl'C!;となるので、 m'&IHfi象的な計

泊客1，~: t ' -:_. ~t~ 上の数字として記j，三れ心 〕たがって、この説は必芦Ht';-!'t'tに

」る 3貫主賠f員 JJ 法に~ ~-た釘21民主:'"C'di，ると v えるυ

ロt:片山犬『不良ul:')法論義， "企主凶、!り何年!:374，--;375民c

[晴氏39/1条]引の意思去'J、がなければ、 J司会は金銭をも〉て賠償日る」
(i.( .'t:~ì匝 l古 「告示と稔吉右 r民日、講義:r](お!日， 1以!J: ド事長引、 lB何年') lSJ(-j頁J

l0~J J ー ~.Û、 S:， 6.:;(lS) 以}18
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しうし、差術説については、以 rのよ λなj引lがある%主 に、具淵説は

財保川損害の場合における損害W~4: としては法初、も、ミド吋井手 r山f封書的場合に

はそへではない。ずなわ色、差領説によると死傷や稼刻白ノJ.労間法;)0)長;!，と

そのものをtTi再概念に合むこレができに公害，手訟の民間竿により先傷そのも

のを非肘在的照会と ν てみること、および、稼問日十んな~、し労働能J)しつ喪失?

のものふt民主与とみる J去J聞の皮肉を汎明、さず不当 cある J 第 ;二、三匹以はよ日

当概念に問してv、益に対 F る ~>t rのノヰ， 1 乙 b没舛視し亡完全活Ii-~J京円かその辺

念としているが、 これは乾回民法。旬、通J恥ね吉とわi!U才色三をうう離して規定L"C

いるここと7')r;'するc づ与ごわち、特S1J1:員害い問し{は子乱I:JIJE，~t ものに|浪ヮ t

暗号ごやβゐ乏ので、左;結託て会は礼 f_~qが不可誌でめる口語 に、ヌて法行為iljl;1主力

懲言'IJ 的。制裁Ú~ .抑制的機能 r力 11町、される l場合には、ヲ~栢説では冷害概念の説

明7.([3ヨ抵である n

J主体的損害説

只科、的j員当説1i、不iLi為によ J て紋当者が机 J/'干R休日号不ホJtさそれ自体が

fr.、六であ/~と 4 るものにあるじ7 この前(之、長補説が、 "I~j 来自討「、六ω骨定ク)

説 l汁t lよ不H しとしゐ予とと、完全ノ;ft'd'貫 j 義 ;~.t* ってしるピイッ Ri1、の官学卒て

あるこノか c-~ 、ど ì~ごか、被:己主ヮ被った示j司令そ U) もの ;c I~JItするので、日 ;I}~

|コ|認による保吉目白「刊のjゴiJ、において通切な概令 Pあるべまた金銭恥j!j江〉場会L

2 

も、具体的法ままに討"る似合に Jリ被勺t.::.i、A':討を土拡に計':';:Ii'i-ゐことができ

ると jリj三Lごしミ石川

しかじ、共体的~':'l~< 説;二ワいと[土、主組員見出"場から、 jr~"~~~百 1主流務(ニ GUH

山古 t 見~ I!-(的t民主Jに討すふものであリ、!!ノjげで同作者t 閉しごはノT額0tによるしカミ

し lifi活1'11.耐;掲"付 1)87---88tlη 

向 l'章氏393~ミ 1 1)1三務小照行 l よる絹害賠償;立政常付信害をその民団とする」

、子持 ~:J な事情(よるぷヲゴ l土偵袴長がしの耳情心主S !)止は切りえたこ主にlill!)~;今

世の良千てがある。

ド与え'ih:_S条] :_S~J:.~~長、 ~94条、上16条、 399条的規定lIイhト行為による才色J戸0:11; '1 ↑古

(こ埠岩 4る。

行 会社ff手・前;司:'~

，8 f0善倍雨・前掲tヱ

l円。1

84:-¥貝 J

07只、イモ拘竹田市』号;十(1:))84:-3民l
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ないといろ告と1':]1，'ある山υ

E 人身損害における損害概念

差額説

研市ノ

差初日i{~ を人材灯台に活用すると、t:L:7.ク〉具休日七宵ノj二は ~JJ[:的打せ?と常持的損

害:二分けうれる口さらに、対件IYJJ民与は、既(r財詳の減少としての話相ij'内相手長

l、日ら札式 はずの利益の;klj、〉しごの消極的民主主ぃ分けられω。「なわち、

その各項目ごとに訓引の掛声を信号L的ご「曲〕たよで台守し、，:.:}". (.慰謝判を

JJUえ1全県害活情e'sHと， J~i"えするj;( ..亡、十I;j事による損害賠償淵のいた式 iz具体

的・明別 (I~; に主主定する市出1] 主義、こk費二主義ヰ採ることにな三

この説によるし、ィ、u、行l{)前の所得正小:'J、行為役に減少し土所得が忠実叫

みされI収合には、ぞれが最も事実に返しかう、算定Lゃれ λ+.kみだと:，う

ことになるつ

走者司r見~.~ ，~.;しては、以!; (i')よへな ~tfëが￡る 1 第一仁、 i出械占・平射・叶j

Eのように、不iJ、1r/.~}πIJ の収入がなかっ九苦同県吉を説明(トるこ 2 が医誹ごあ
り λ寸

分ハ 'Tj に、 ~Z'1:;; ~二。九って jjf!r;JI!，2， J) (!) --_.訴は喪失したが、実質的な;x.入(!j減'J:

はなかった地/討..，土、 I~Î 1守的減仏、がないのでt民主ヰをtfZこするfJi県となるん 第三

J ご、佼 w 五が'_';Jff~'~'~ JJ のGりな L 、 ~/7()パ 七シ~ ~~j~失仁、不法行為以 ::1) と H悼

の仕事がゴドフミ ι-;:~ 口「誌よなヮたj毅台、成イナ労;訓力;ーよるfJxJ号収入を控除すべき

か針か」〆九三てグ〉日'1向 託制が件l弛であゐ 出向 iこ、浪士占的自~"-;毛利五五~古川

主主従乙なるjJi1上十組会決めるにめ犬 J て、 )1得税を捻除するがに苅} 亡は、主鈎

説は位除説"了射日約であり、 LUま'Il]:ノi変わる各世悦芋を追跡.~，守山 -J~除しな

ければなりないしいう会f&~の匝雑を招米する

2 死傷損害説

死傷J自主主l手、 f 命 J)'件;J)侵'ムそのものを つのjケ'，i;!: L て 1~19 するもの

m 幻j主?芭・ I:Ií;'~国 j'+ ! 1 0S ~-197H 。

i:元来 i'*_f:-i・与11Eの佼答によ之j告書活伎の乾司」 イ、iJ、行為の品目j垣 私
法叫究ワ J ¥一英社、 IDS5年) 143向j:)， r，権前(c[j・前格a (41) 5::6白j;)，九
五:柑容百iJi品ii-:(13) 8urjI'{j川 e

よ止と長・前掲;主 的h) 1剖t::!' 主票日主:;:'; 市持Ji主 (41) ;，2(百同。

!71! ー ~.Û、 S:Ji.:;(lP;)以}I行
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であるごこの誌によると、位とまたは湯;??の到にす，科区をす引すれば、 1:[':1;:;f) 

t~ポ3ミグ) _Ú:~lEと 7 て十庁てある I

しかし、死傷きりものを日主〉祝ミゐこ」については、差P罷説:J)，'f;l;若から以

トのよう右:批判Jがき1していふ7 需 に、死傷そのものを損害ムみるト、相手号

発こっし 2 ての属千IJ促主;~n"'~J主1去性との ï，{j]:J;;)三失われる結呆こなる;;"}---.:'、

死傷てグ〉も U川、らは会ijH:;)~-f価は不可'r;'[:\__あるから、がj.I戸j治材育・泡フ三和j :l~，i: .結

沖びJ占祈?がJ員等科乏の t'めの資料 γ しご必要シなり、計~~，'!~ ¥--+=要三:>::tJ-:問J左右

~のし山日が困難となる円三事 lこ、被4主 Jヲ I=J~実にとじた利下とのj古椅を巨的とする

JJl害賠償制悼の I1 的かり!手、具体的なれ寄昔、具体:J~<:::対害の字情。逗いにより

Jじうさ領に格江;が止にるのは「然でめ 1)、これや/(，三--dるのはt、しろ句、VCI) '，'J請に

)メ宇る J 市I!~: \、賠償傾の吟~を裁判立の白日iiW:亘 ;.:f:.--tt: みと、却下一方の :l!j ";Ji;/]f

E離になるだけではとh<.、その内附(/)ィャよ引っう常王わ4:"ゐおそれ1，、ある

3 稼働能力喪失説

ぽ動花力喪夫~~i、人聞の体鈎 fJ\3刀を f室町清本町 みて、依働活力の長J:

そり手〉引を則;r;::上。)tli1;とみゐ~"併であゐー乙ぴJ&兄によると、稼例 ~i引) (1 j喪失

で;同文{ヲに金j売 J内損害カ:;"~くにも、涼日IL内に稼働能力の客位1'1\1 1匹前か前提とす

。ここと逸たよ]公的拍象的計定ヵ τ能となる 従って、計城~.エ術ll 幼児

警のぶハ;、不11、行為刊の現t:o'Jない'1付がなか〆 h為合Jも、 1通:働ヨ言力喪う二i
よるね;主を認めることができる行また、メ、託行為伎に実~Á!jな 4に人の減世がな

'，""品1:f~も J員害賠償歩前点、主るごと iこなる

しかじ、社会には多くれ職業があり、 i変遺lffムぴ〉連安日も与憾なので、被~.!;~-~

A斗〆の政手長につき、き九い、同体的に ;ν、の在J立の!好きを 1~- ;~)れゐのかを]，測す

るこ cはィ、IJJ自[::(こよI_l:いという抗判もある

E 臼本との比較hlび検討

不法才rl)における桜害の概念についての議論は、幹回〆 i~((i，! 1';'; ~ムも、立

精日比C)jJtf:l]と改良をしI、として展開されえいる。差額副l手、照会のJJ'!日を じ

瞭然に分析，益回したという i、!ぜから、徒にの i虚;;>~及び半 1; 例Ij(l)'，!場と~ ;b~ Cえ

><主x・前掲，
';'3慌倍雨・前掲注

二日誌58:円以):J)3C75 

((i()) 144貝 J

(41) 52己見r

l円21
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f二〔さらに、 人'i'十三;17におけるお士を肯定dるにあたっても、差問説はその許

足基準こ:て有芸能 7てきた しかし ノ、慌の生命や身吋Jよ 卒中金銭に換算cJ

るこレのときなし 1 もの Fあるから、ヂ?':!、行為可u後O)~}主的 bif:胃の増減を比較す

るこ土中;uめて;Jj駐である}それにもかかわらず、不法行為が生どと以ょは1m

士15に、々のn為1:;:つ L徒士を伎ι た人のJc:士を陥債させることが K空さであ
る。従って、牛命や身件¥の佼与による被昇，t.前世主せるため;は、まずノ11;が

Jfe芭 C'あみのか有記t2:j-cおく必要があω そこで、主常誌の甘1~三占か iÄ拍 L

ながら、人身判官という~:r貿かと人身tH;芹そ札口体を t~，':声として石三えようと L

う語、九古tf-Y'われて 5t二台

そのたよろの人当ね乞訴の代表的な半-;;/L こじては、 w仏~1:w， 'T;'-;;よとω倒詑}J1"U;!;'

~~をノJにけるこ 1 泊「ごきる 両説とも、 4r陪そのものを~fl.害少 Lて7こえ上う 2す

る}i}併なある 他ノワ、差額以三時t制能力支宍況は、 Jle人または松働能力の喪失

のように人間が間いて伴られる余波[j<)':';~t:怖に主主 l止をおい1 いるという-j~:;fÍi，山ざト

持コて1 る ま/二、手Et1HU f;~;~~ω主張する人身 r日;て ~rit古認の近著81山手よ令イモ担

当の定傾守ヒ;止不司法戸〉されなが勺も、 4仮説およびt~~鮪施力喪宍説でも、公:

辺事故;μ よる桁τ守でやは羽了'/1 等のように佃 l札J頁巨ク)A~~ で(之、実務上山;E顎1 i '

沖なそさ三

二σのノ tうに 7なメて〈ると、人身m古における各千三毛lよ、主主 1よ必ずしもよ'，j"_，'iして
い，0，~: :れ、えもし 1 ム士号古G~~は小山チJλJ i:: .ttk院して損芦陪憤訊を決め ζ Cr):台

j単身j なん t去であり、稼働能 lJ畏そがtlz小法行為当将収人がなか勺 r~ 認の rr:、で;を

尊ノ立するに有利である また、損害tど説の231く損害の例別IJUfのだ能(じは、

実務の進行を迅速かつド易にする、

幹回では、判例がyャ tR~\~74に↑ピわっザ杯"JJ能力央丈うに Eを採加し、 1￥働能力

15央説レこ依拠ずるという川、慌がLばらぐは託んいた しかL、[>Urでは、具体的

l'清舟非u!tとし ιfiJlfl下;;"C'f"{.主i件のめる"Mj:J干:1;_~ふ組舟註記 ('6 ればそれ CJJ~ り

るどして丙コ誌とも詳7三〆lJiJとして認め品戸川とい与の刀、判11:jJ) -;場であふい

|→ぷで(土、 l止 のように、従災前中況を被7Z して也のと三託どの詞釈を医~) -j 

~'I 大半H07i. 7 .26、77タ48l)

およ刊ID79. :3、78タ14S:、)，'j'lj1083， :C:， '"、 83タ刀 1つ印、に出!日創刊 23、

8 /1 夕方 32~)o

i'6 I、半IJHJB(-;" ;-) ";2')、出タカ~);対

1731 ー ~.Û、 S:Ji.:;(14) 以)I~
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とする傾向が五 lつれる。

決路~I:~'{I 命 F俗損害誌に松拠 1 て、その Hd干百円目。〉丹念:・点目IJ や隙状

回復 E パ日以年iおき 日干航 }J式(，:'川、ーとは よ主主'i'liり吉;J;とu%(到Iに依r:ずる
のが某/~-"-であるし L ても、当事 J守口松芦を，j'[ ~ . 'i'iドご〉に{ば:)):J可によi止箱詰

求できるぐさりに、個別 0) てt_iJ!f・ 7日11 うな〈とも被くに L-:"~; じた打せ?を~，t~栴で H

J、づることち寸日しであると l張 iている{

¥ ii ，; I} LI'[I~5i~れ 悦君J詐12万式 1-~'方式しの対 \~Î ~土、例目u性 k 平ちの対、人

只体的守足の原出!と人身出声の特殊刊‘府?とさへの'/!弐乙の土JiLなとに来約さ

れるとオるっち己主峠償の品'IlJから j員与を財産 I}:;J~害と精神 (101員害にふ;'L亡、

財蛍(;g~:id， ':t;につしては物JU;二相戸七 l て処王宝するが、人身出::r;:C)特殊y::A>-;~'I)告し、

頃日ごとの定型化 )~.;京化による前fEz を河り、注先利害在では I，:f:状生後 t:: 1" 'う

r~，念を加味しにお;銅能力喪失況を採相する c さらに、致l高科のよと主を Jriやす三

しミうグ〕で巳らるー

(， i i;) 1'-;村副;9: 11刊さドJなぷ1，'の主主，i::)jj夕、は、人j卦組主でも均出賠償を基調

シL、人援の待状位以間二:1)科のj市;;:;us機JJtl，頼る仔11[~ぺあっとが、 -::-i し l は張

界がある。 人相じ〉特去にH日した百;舗法相が究められていることから、被7守を.~).一

目的・総体nぢにど蝉寸べ与である また、主ノ2専の:il)iEのおtld.{l)'ji1減かI;U). 1虫
状回俣の理念ッら被士長の社会復帰ぐ"!I '.i ~'c) 回復のんめの'D: ，q~ の 1主に、被士

7i . i';;.，~*(つ将来のここ活保障(かかわる mI も取り込むべきであ{，)，その際、小

当な男女差別格差が y 乙なt，.;ろにすJくきでめるとされている υ

加藤説別ゃ 7 斜訂~~+前民として 不iJ、I" {Lうがなかったなら待られるは

デり財産総額マピミ1177しようとしても、くーの封j庄給:穏や抽象 1:1";にげ証jるここ;ニ不

ぶ誌である ?に'(、それを只体的 L 立Jニヲ)-~) 1..-めil土、的高しりところ、ぶ{j、iJ 

Aζ|河果関係がある個別の羽生日口ごとに担古都をお守L、あげうるな:りのlE':7i

刷 Iliイゴ半する間引IH~寄，T~J二げ方ょによる i山;zない{従っし不l::t1J 志のよH￥論l土、

淡路州丸刈、法?為 hこおける権利 it陪と l~-'!の評 f~tj ~ (イ1斐恋、 1981TI'" 

t{TlτA 

日出宮fじJ:: 1不法行為にぷる人身JI'，古に悶1 ど243えlJ:})，~;1-_ ，'1...: 乃」代私法子Uj

';J1~垣 c 民主・コ(七三笠間、 10訂作) 129頁三

7977対ょこ り、身jl日古山院の1ij;7，? -(H平副論社、 1，ド却下4'.) 157民コ

l，fl 加藤怪{同半務管理イ、さ!:;~，w-r 小法行為 c;~} 2版J，({寸斐陪、 200:)軒 279

問n"

二日誌58:円以)3)3C7:; l九1
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理論枠制tみとし、の差1(8目立と認定ず主:としての具体的明主山と 4-えてよい J

お1"1と河本のし吋おれじも、 テの上うにお害時訴の調干rJがな主れてパるのやみ

る k 、抽象的概念~:: l'止〉て~El'!'賠悩合情定 LてL寸 L いつよ i] 、主政事業;一市

いるこ J がJt較可に作易な 11~去をfは斉トしごT，~ える阿 :IIJ にある r いえる つま

り、差F言説でl士、.iJi.'完(ーギ法行為以前;ニ収へのな/トった被告者(こ対 ν て円相古

の算定U:限組にある ρ Jカし、川t~-;j-C ， 1'.8暑で尖礼的ぶうに1:&:万]ノ)伝干与を仕事L

Ll:形では、兵外i_r.)なj霞己のi戸論争司::nど，-;(，j霞出Hi'if，~::{ (7) ~-~ ~11 (.号芯え乙こ止は

できないl そり伝来l玉、 元三円規範的なモ額イ七を介した核問自主力安宍以}こょっ

ι 宍泊説を補コていく 1~!L0ごいことになるハしたがっ九、 I-;-:':~涜としての尼寺がな

いときにfは::r;や規制irl';] に理府する終には、 ?ρ 古事長五~!/) ~\~く規事~!l~な人身J以下て

の許制(土、極めてtJ誌な引団主:J去の伐割を巣J三会一こ之になる その意]]えで、ノL

.'1'斜戸における .t~'戸山訟の実現には、各子山が折衷的に献合 LC くることに士

ると考えることがで与るつ 1かし、 Jo.寄のI貝梢を [:1:fJこする人?fi富子与の規範的

，HEとは、実l土満干t:f'l，]な稼flt能力的;f憤ごヰノる

:laL亡 人身損告を物援と同 況?る、つまリ、

つまり、 J世主のiJ!従f'jl'Jcif1j王手j

人，1'j員d古賠償の抗手主化シし， ~; 

形で、人身tn7;c)t:J.70J企が1λAiしてえた=与えることもYfj問であろう。

第四重量 財産的損害の算定

積接的損害

治療費〆l

命伝士の場fl'に(之、垣市川古として、手[1'に主るまとの、寺!t降古のご昔「7

にはit治に介、ふまでの当夜ィ、打、わたによふ働J宗一等の治;lf，干l主世な各4室町背Jt

が、 I行療費に含まれる。また、 ;{i標。Jナめに人トにした1詩イ7に必要とさオした人民

さをも ι合命令去の ;-'í-Ij とミ才しているλ，治坂官ι フ ~h伎は、すむに支似した迫文山す

ることが伴走Lfかや向子〉なし、っし犬、がって、将来h 女十円lずべき治療費f長持も

おムヲ:主主義・ 1、地位旬以 1，j()一156白、判前直 前向ri-_(lGl 817 九t~819 良、

金脈注 "IJ掲作 708頁、 1超能雨・高l犯i:t (41) 兄ト ~2に頁、金品l容. ""811 

樗注~ 13; 訟3:)'-87~1R仁
出 l被ft苔が持った潟f!?がiJu7，託 CI)q-， -4と[司呆}1FJ係がなし、ときは、 iJu7，さは
その傷害の治佐世や11j":ftJ:'-4る責任がないJiよ半IJ19治 1U.:)、 4~9(J ミンサン則的

l7fi..l ー ~.Û、 S:Ji ミ(12) 以}12
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賠償す父き治療貨に ~t まれるに jご治療貨が附註されなかったといても、言11誌に

よっ、確実に予想主れる治呪Jl:も可能とある まだ;台按ふ三:けていなく lこも、

湯古の市、療費が予旬、されるのなら、以亡者はその治療費を活保ず/¥きであ

傷害 h よる将 jcの治J{f官、不法-1J' 1:1吋に縫う~されたiÞHé;:であり、すでにほれ l泊

。〉到達 L た供 líi'である。治療費約侍主主[立五j去行為と担当 iì~i 果i明{主にある組問 :)j

従ッ亡、叫外的な ;'d;官同該暗号きヤ:11省官診抗告の可能ドiや排除して、

手、理じなかっ普通Jf-Jな診涼-1--Zi，:到lして、ての粍問え '6;'めるべきであω ユ

き~)り治味合、も、そ九 iJ手当該不法~ J<~) (よる烏有引ためじ〉ものであれば、ft[

f宅約な治療方il、Lなくても、傷害による?を泣将かり凶復1るために版用したも

のな旬、その請求が行14ちれるとし与のがtl"剣山 )'r坊であ?~) :3'~ 

に11，正Lきれ 10

長方実とはいえ疾病治訟と凶果関係カなv とはいえず、 h寺町がげ:1告す

べ己 1;1'~千日正、すで~，"支出 L/巾i'ftH寺だけでlょなく、支給されることカ係'止し

三氾;J'("!H主務弘行7まιる一 lノ、判IJ~何り日 ;?2 、，t2~);~ ミンサ:;.- lUO{Ij" 

[，1 万11:完封り芳、法行為によコてibを同(，;:日婦のためlノ了訟の支1.1;jJ勺〉カ白るこ

とが Y:-J忠されるのなら、まだ入院しと干術治療をまけ、いなくても、加害者は

bのような損害に:C0:て肋償責任がめる」\)('tIJl 9!-)~-). 1 .2; 日日夕1叫 9)" 

出 「ィ、以行為に工ゐ m'~:P8悩に時して Ul'ム昔介被dLJ 当事者向(一被主昔が 定

の金額を之給され残)の話止をり文京守ると約 Jごし/-，~き li 、その佼

rr:、で台;古が、弓手妥引「段乏にヲ発在/ぺiしたと0の))辺型E1マ一、 今意会誌を訟えるご江古前慎 1自31tをすること
を認容オる、とはできないと1るωが当吠だとし iえるが、すべての長寄が確実

仁把握できなし叶}-j;::ご42V少なしイ玲買が受けれのようなへ日がなミれた場合

には、そのノ?定当時被'c!;者が収">i:しl:JA"Dh釘副議求権:J、その当時lこ予 1;;がコi

能で志った損4芹に対してのみでま心ど!拝机ずべきであり、三:W~:( 予討でき，~:

刀、た荷柑町'~;""ì療費や段1青山l がその殺に J とたj揚令ク〉訂7行までに昨償l詰求拝を

比三陸したと照明、するものむはない し人半'Wl88，4 ， 27 、 S'，ヤカ仕入 l 父述 t，-~え

による員i与の;台市!!:;止、不法I了為との1M]に相斗糾県司係があゐ誌ジ1'17可でのみHZ

:P{請求が"1能なも乃であるの刊、そのじJ否を+'11，，"，る L二あ円って、斗Z女ι口療行
為の立佐件、期間r 猪iその;古紳1J ノ」にヌザ「心報ìU:':t:j円相~件がr'iZ ~;1' される

べきず￡り、そのた的に~，:;!: f1， f&i (j)ヌ"度、が療内容、回数、医療付会 伐の1q;昂
的診療費水準等の認可立の事育今考「害して op誠(1;;0:口組診係費rコ可詑性を排除
Lて、イT珪rJ;二そ Uj範|川<'-cikめるべきである l大市11988.5.::>1、87タガlS18!J。

州車ぢ豆准でI莞方薬を;円iくしても白〉って服用L丈のl止、池町工;，，11な手'I'PIがな

いlJi川、));;hによる保有を市掠j-るためい服薬したものとみなす1 よ判U1 !l71 

牙 2/1、，，ヤS7G)， 

0;;' I--i主方tif:;Y:及び|勾認の代金J止、特:，J:J4雫111がな v ぶり外傷命治拾する 般

Uヮ

l円 6]m
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人民'1'のかj手 1-;:: ，:;:、人 F，i~;:';~ì;;苧 lこ 1す l:iIT-1る黄 .8 で、 U、 .ito)i{;:;ち貨といえる

.1'故がなく、も支出先れる ~Jlj/:.: という:::S ::r-C'~:"i慢を内定しん判例l山もあハた

が、多くの場行は傷'~を日療するためりif.'4寮費、診il~妻、泊1長期百!の忠者三

その永狭山活文にむする 島'~:>凶果羽係があるトされてい .r~) ( 

技会話。〉慢i宮内干FEZと、布齢、 fZ>にその他(?)事J古にi附...L "(、特別在ミlfFi

伝のみ帰ふ受けるベミ場合だと ι主主とされたとミ;二 週，:::;(/)t-巳害とゆなされる l

入院 tノムι専がなくなっ/:-iもかかわら仁被き音が加害者〉のO-g-jii'h~の F さ

がない写を理市に、治神とゆ11，，;なく人Fんを続ける場合、その|刊のへ氏!n手格当

|司果河係の宇J:r-叫:Jjの長害(こは人らない J 方、被害者が退院しようと ...ι も、

加古告が治揖TI~~ t/，bなカったせいじ 7斗Eur主なかった域;0-(土、加:可省に帰E

~エ出 'ìjfあり、加害者が被害者の 'if{ ，，\" Lた余計な入院伎を止、Jょうべきにシされて

、ァ 91
.".'"0 

治療賀等C')穫?王山長与の治情を訪米した前訴のづ :'-;í;'J~与靖怯に、組1 たな治療賀

(/)tÞi~が jè 生!な域台、その弁論終仏当L今、そのtW(; の ')C 生会予見ごえない特

Jjl民事情があるなら、泊下?でそ丸に悶「む詰ふの腎骨子がされていない場合でも、

的右?烹iム ("':..I'!J.;寸:->j'、力11￥1fがi車市}はできる長当に!冒してないのでR-d:'(1守主任が

ない J ;，大判1955.2..iO、1日87ミシ 1!->兄7/1)c 

出 I入院itJ;i下黄'1'のf，h者Lこ討する良:ごT1¥も、.、おの入淀貢引に含まれるい
れは号、主の話芸ドやもをi尋ず伴うT1J1lと Lて、加古lC"為 ζ凶*司係があペヲとみ
られる大半Ijl979.4.1U、79タ297)

出 '1広判決はへ校笠引に入院口の jを裂を"，"害医レ L て情~-，Eしたが、本叫不法

行為がなくて~)::t費ω圭.UJが不可欠であゐか丸、人同Ijlωu去を桁六とilY.7Eす
ると、不μ、~ J泊がなくとも、支給←jべ主食費は、損害倒的算;とによ3"">ζ これ乞

J宇陀するのが、必話相殺の法王立に77JIーするよ判1%7.7.1位、 67タ:0¥川
切牛後9ヶHの紋吉音が、阪タヒの重傷を紋ノ、手の母親也、その土h人 Lこよ

る負烏の泊棺のために入院治-í~去する j同間口;こ、 iリ正しで栄書をw取できない状況

の;に、 i司被せ:者は特殊給食を要すると認めしその特珠給食費をその担;7:ζ
認めたのはよ当ごある (大判19Gi..2 .28、川タ2日7、r1:1~ への不i'1~qJおによ

I}三富士を彼っ式場介、戸ら断告:作成のために支出したう、績は、不法行為によ之JfTl
2主に含まれるた判.，う7.10刀、布行タ21855)

C. '，，(，古昨1主義務を果たしてなか寸たゆえに、他下町与が絞けて人氏、白拾をし

たこ三で、その昔日が)1'長 F'Î~;:fぺ手 J り i曽加されたのなら、その噌};己貸用も賭法す

る義手ちがある」リ、*1;19'/'1ゃ H.13、γYタlBfi)

lTiJ ー ~.Û、 S:Ji ミ()(;)以}i()
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その百日Jに対ずる担;17賠償グ)請求(手、 ~:I 切の訴訟V， として、新たに「者求合る二

とが可誌であろ

2 介護費日

技会話が重正を角い、その\[-:療'1 "こ看議を交付る場「戸山台療後もがÙ~ì (l)後遺

障害に 生他人U)介助を rてよけなければならなくなった場合、これに必公な賢

明、積主主的長J出Jじ入ゐ介議の立要に関ずる半1; ド~>;: ~士、寺門家の涯定じさ主ワいて、

被古ιi7)江片守、柏事1
'
状怒、社会的・粁i斉均条刊々2;の兵体的な事情を総合して1r

われるべ主じめるとされい、る己

f;~~2)-!fjl共jlz人誌川町または十;5J去、(;(，"1リ大JO川町|引王ぐこは it;jË 士会 l よる且点が必

要な~J問「ある、〈

子:çx 世相当ω.t~'声は不法行為 ζ 相当凶果院係があゐこ liLめられる乃で、 J長 5主

義務者である十護人l立、 11存者に対じ亡、包接;こ自 i_I，日空lヂJO)!医i<[こにで介議資

;Ijを'i!丹沢寸ることも可詑てある

(r' ヌて:tt苛き・百IJ拘t土〈自己 156---Hiム夏、郭科区・口:;"jiJ注(1βi817頁、金時沫・

;;ft~ すけつ) 700_.R、場ì'j-~I;j~ 合計掛)ì(刊\ 5日5問、土日零‘↑kt~n-: (1 :;) 87/1 

-，8ι6良心
【川 I--r原京1戸"吋がノ本トヂj 事古故1:i，仁示

(はニ7市F品人を標市こc.，/わ》平t均J;余j主ミ命1却期U切J問まで さ」る己刀4イ{は止、 経E勝駁多主、問に j出医らしγ'ct~坐旦灼て

疑わLtとV、寸う前提Fの)Iで珂F論布をE艮E切p開目Lている L占か、L、;涼京号帯+#手グの】;諜駐=定t三人¥の;綜監〉定j主f 
吉り三記己哉:に，Jるこム、 J比九'13剤t判u等芯か、吉訟L口凡AされゐLiイ"には、 ;i~íìi 付でlJう/， U) おイ?を 1:

I~ 1.、いなν例が多かッたがえiイ':t:1よ人や機械によるイl、正J)il-. 試み、 JJ.好な看護 l~:

可れ広 告の (T~、命チ止 f{--4之Jものと公れ1いる 従って、環〉討す原 r 川(-i lli~ï に

と~-t るまで毎日lU， Oヲj ウォン III斗の治療及7F看設費を必要介宇るとみて、これ

の36年間町立市を |十台支給の万rで円丁治主主主i-J-るよう L 命じたこ}..-~立主主法では

ない 1 大↑:IJ19G7 .10.31、G7タ2122)

は l被害7;'が'fr-0i{ 戸!"った負傷によ.，仁子rTI書カ必要にな :'1、父j争心配i同ィ?等

の近親話かそのずf'&Cωために休業した埼イ~- i，.~ :二、近I見主主))，休楽に 4 る 1た'!~干'1主主

の賠償請求を L 丈!人被害者 r介被安 c~: l~ -Cf;主治請ぷ!.../二レ(認係なし ft

芯竺相当害Fiのが(主諸宗ができる三いえる f この場合に ~r~償釈は、汁~t'{![梓当間

を沼泊 dることができず、これをおLがするとその沼泊詐/jf:ま泊三毛沢呆関係があ

るlTi害とな戸れなl''J ()¥苧I1Y山"万、出タカ;-//)" 

二日誌58:円49:>)3(069 l円只1
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3 葬儀費用何

故首まとは過失に i'}仙人のと命を佼干キヲた{i'iよ、三ーの不il、1，為がなくても

L 、ずれは葬涜変市は必恋な安市であ。 t し寸理由で、その葬i~( かかる費用(/) 

正l償義務かわ免れるこムはできなし，9Ii とだL、その下克1Y.1について 1土、回民感

↑百;こ(ib士u としペヰF芝0)説明Lかされにいない「 λ、法行為によっ亡彼士15が

死t:__Ij 1::'場合の相害賠償の口市ぷ権討が被害;~'本人 cあるなら、 11 汁の伴儀委 Jti

芥賠償符 J しご詩;Kすω こ J に~~;::) 7~f、斗校ィ似、行品により斗:~ /" it~:-t:持辺族同

自のt4'，言と把捉すれば、そのや弐ti同は遺;すが必「支tu-f勾ことになゐむ足とは

|浪らないのむ長寄稿rJ;範i叶に九めることカナご主るこ考去る二とも lぜ能ごあろう c

ヲド↑表n"lのとの右目玉でが羽't;-と(てjLI百ヲミれるかといっ Fc可担仁院〆て、 i:J
%は、ヨミ除決干しl渇するl'J、令 ζJP葬及7]民地等(-:悶ずる川、令の号IJ~R-~--JJi ( -:達氏

しj 支Uj!岳民l土、事故こ併当日J果関係がなu、とし七相詰日11償から排除して."るS7

4 弁護士費閤山

弁了ま土cuz巾Li義を係ノ巾Lていなu、_i:0:同干11本では、弁護士費目:i0!t;;:工費Jでじ

f可まれないので、庶民J院に弁誌で資制は相斗出来|引ノ名門的|問に人らな， c 

L 学説ご}よす J署ーいこ委任して処即サるのが校的 cある U円、事実の迫Ij~~J 、

"占求組、長ぷ存頚その位。〕事円古手fi'i'!:r-jして、相守どと認められる主[Jf!のものに|浪っ

て、ィ、u、fJ九r同jj因果関係;あるこすべきでめり円、 人身宇1:11、の;持方現象を

出足立柴田恒 j品;~りが 16~ '-lG2}~士、邦前且 I-iif必仕 (H)) 817~ 民 8-8. 、i:

略沫・前拐i主(4-ワ 798---799頁、権能IH‘前掲注 (zi]: ;=-1つ，1---5~~5頁、金桁:n ・

づ汁詰ii: (65) 875---876只

リバ 品、立または込?によらて他人の生tsをf主害 L たf:'は、その葬儀に要する

す~-h が出宍と 1 て HF償ーヲゐ義袴が品。とすべ主でまì 1)、ぷ℃も"吋れ手uは免
れなし，i'l'命で、そ乃費用ut化亡者の親族がとj然負担 fるという坦Hで、その日吉

償義務をf;{:，iL{)こrはできとJ:'1. -， J よ判19(-i(i.;0， I1、E6夕日f)).-，

少 I人が死亡した場介、死亡者と J君肢の社会的地fすと死亡。〉尽IJ'Iや淫緯等に

I::{らljT49日lrやi似UB慌をあげるのがわが到の普通の民活てある」 ベ判別4.ti 
2、63タ白川 1、l主主浪費うてその)J収入にユベて多少多傾てあっても‘その也}j(7)

風俗やその読族の月草地〉のF折、 その他抑制止宇t;(:nq:)~て、そ札'ìJ吃「怪E克

明に没反した高害Fiは 義的::lzipiめられない J "人刊197'1. :5， 73:71813;-

。村和U~-~i羽マ同.'づ司υ (-'11) G18--S19I=Lo 

円全惇i7tC .前掲;主 (4~) '/i:対---'/89貝{

l7~J .1 ー ~.Û、 S: 抗生:!8) 以)1 宅
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4)さしても、ぶ~-1tí併で小当に'F;士結債に川、こでな tl~実と#美一戸黄持j 0)三台、ITI

の間に相l"iIU果苅係があるとみ ζこれを町'，1'貫主れるべき総与と古めるのがネL7:'{

IE去の安立の Bt となる Lいされている~u，l もつども、判例は弁議|費用 ζ小

法Ltt>円相5凶果関係の片定にはriA円である l(ll日

E 消極的損害

注']、利益の悼定じよ-.:;vミ亡は、 般的にれ答者の牛姉、性J.ilj、仏官守の健康:I}:

%~、 :-/::~告、宗l足r~n-ni(r)人諮的事情はもちろん、 r~t十円収人、 さ引!-'，X人訴の削

減;こ，，'，る展望、転1，，0ハJマ能性等jfx人淵と関布、。る事情;6{考慮されるべきであ

るη 被71:省 C!)残fi余命のJ主疋には/↓if?表、枇f宇別、l均収入に上品オ得街必疋に

i立与包賃金やとl計示をiifl.q:J.-tることができる〕、これに裁判こニ;"(7)経験引によっ

て、ぬ'点省とれ芦呂町のtH声分、， ，()つJ0街と紅会的情d'f'iをもう号1怒して、存在J目的

;二葉然性のある年苅い~v)+昌害相がJ羊l斗』されるべ誌むあると与れ Lいるc

後遺障害の場合川

蕩7ぞを彼つ-(iì今療を終結した{そにも役人青陣-~が践り、 U.i主的収へと v 、 1 ， 'ノf的

能力的全部またはー却を喪失!た尚弁の将来の逸夫利慌の主主ノじ(?苅}ては、

務 l多くの問也がある

71釘説l玉、京11、行為刊冷(~);JI得のJt:i"nを逸失予U拾の主主てのた淀ドLており
そり差積がてFJ品、事実となり、そω差烈ω"G!~\のためには将来的収人の渋定がふ

r.;欠である υ これに対..、根骨訪日~j]喪失説!よ、 i々 iL:i院再"よる J員害は喪失した

干主主右往々そのものであけ、裁判所が決める j'~!古絞はおi劫日UJi j.J J る訂F竺額こ

じ、 i与J宗一そのものを土品l事実>，;7-). ':)ので、ィ、打、1J:~tt 前絞れ 1!!Î-1~' のエア寄主問J会 iH

川催奇~;n . rJfTi号;.t(.'.11) ~18--;)l ヲ頁U

01 1、出1-J--;，(7:fこよるお持lii'，:tttの範囲を決めるに当えぺては、小法1:-ttしお戸→
とのti5;i.こ巨然的またほ事女平)1司果関係が存{，一寸ることだl十t勺足りす、理念的ま

たは叫 UHI'Jlt~棋院骨寸なわち相当凶呆悶係の存ノ(が必要 Cある とごろT弁護十

強制一正友会ぽj;';:νていなし，.f¥2;6、[ceJの法制「では、例え(，f、民事訴語、青JtjしとC土法

上賞用を訴訟費qから除外す之ぞきイ、u、行為自体，~: jf議よ費qの問(相当同呆時涼

がある4ことを，:1説的に台宗している] ぶ判11U庁d.2， .2え 78タ67つ;

"三祁澗i南町削.!tri+(16) 818-~なL 十、全民:朱 叶，， 1司~:;-: (/1:2) ウ 99 民、却!~-tU羽也

市お山 ¥41) 氾ト-"日G頁全j刊行首ドゾ河川:1) ír(()~"S'/;.) fí. 

二日誌58:円491) 3(067 l的1
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宅;こ寸ぎな'，，'，か旬、 f、法作品伶0")[-リT1-与を確定寸之3必要はなく、存削の所得と諒

Æt能力 j~:::守によっこ出干刊'd'古段号制J析で主るとヲる J

つま j 、差士宮説。 \~l-;母1ルバ:二、以雪主主がなかっわら{ヰら i ~たは 'f'v)収入か乙、

iを也市を持つ犬法か〆，jうられる以人を円可、〕と左吉仏、な動期間をかけ、中間

，f';恩を控除して、，門会僚を宵討することになるのに対 Lて、稼働能 J)喪失~ii~CI)

，'rI島""':':l、後遺抗による労働能}J投夫ぷ字そのものや金銭的に;干↑而て、

その許↑向慣に探訪却j罰牛小けて、>1'間利息b控除 Lて持~j-ゐこだにな心、

ま額 ;g~によると、以下買を S，;j任 ι認識することがT きるが、実際の以下官が被'戸

皆本人の労働意欲に。':)"CT:右される"能性肝あり、ィ、μ、行品古去の羊績がな

しミか軒J，IiJnす之域台にはj"t，';i:;がないことになるという同位があゐ J これにl，jl，て

稼働能力良夫説l ぷる介、:i.t:たの刊はの認定 ~J離しし:が、よ"合 iヨ的\-: j長害予言

の算疋ができるク)亡、最近はお動百三刀喪失山をt'-Rる判例力、j刊えてしミ

'_'--3 ;.、同1ヲ67.11.:::父、 67タ2270、J、'I'IJ197 1 ， 1ワつ8、71タつつ5，1、人lUI!lS1， a つつ、
80タ32:i6o

'0" ノ¥杭1979.2.B、;'8ャ149l、

8ti夕方父 6

j、当日 19，~4 ， 1().2::l、 刊すタ:i::;;-¥J、宇u19tQ.9，8、

，弓 ~ 1th'.人乃不iLUJ，九ぷ Jて{話再を被 )1:被告すfが、民湯がなかり允ら将来ノ号

られたは寸の千IJ託、寸なわちJ主宍小百貨を消f以前in'tとしてて主張すゐエ号令、l二、そ
の泡失手iJ ，;:誌の β~:l二方 1'1、としし J土、第 )こ、手放がと主か〉たら被害者がィヰられた

はずの桐々の所得の5逆手ミを也失利主主とみ ζ 、事政当時の片侍と事~if妥の将;kの

所得レの差縮 r笹ιi 寸る JiU、 Y 、み一;、逃SH']l止の卒>~えを所得創出の恨~，~と Y

なる労働能力のま丈;そのもの〉みて、 tt うこされた労f昌也力の;~{とをすt故当日j の

所得や推定所得iこ小つ亡ct削4るJ.;法が4-えられる、ご lころ、、決宍十f而 (/jぶ

うな将来のi羽子手ら二慌の認ノ山よヌ"V!Ei;::なす三宋のすトj、の(oijllであるので、 当7を1n牛
℃現iJJじた只 it)~~専情ふ基礎こ!て令理杓で円削けのある問f-.I;c'，t主主存~;~主主疋で

きればそれで足りるこシで、ぢi勺二)の方1:、の>1'あω つのみ古利'tt の/~t 与

法トバ十j-jCTさない L、そのようえよ:附"!I:，~;i的同fにす芳なしお I よ判198(i.J ，お、肝

クカυ38)、「うく通事故による ft傷の治療費は、 N主行為 ζ (1)日jに相当|司果iκ]係

カめる花|組|切とのみぽ憤E百オくが可能なムのであるのて、十~当沖の可必を判断i'j

る:あたって、さ己主治療行為(7)必l{:位、期 1;:~共; そ0)f'J;療行為にk;J-''9るコi州

須の~H :';j ttが検討される J きであり、そのためには負傷の引版、位療内容、 l8j

数、 iたw 伎の肖対的診栂J2点在 ~i c-')諸般の事情を世点して4 市副主的に高額打

診痔量約 k' 詑性を抗除して、ム占的にその報開を í.!とめるべえである 1\犬~Pll~ 唱

.24、(l'iタカ1:118，1__， 

1311 ー ~.Û、 S:Ji 全日円)以)6fi
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2 説亡の場合

生命侵害により先生 た;;;-;::，，'行的財民との転者の甘;'d-:tふその1立政にl芯める方

法 2 しては、死"者~.~人が111詳しにm'~'賠償出求権が霊践に相続される」いへ

法:Ijどとιシ、辿院に寸i幸生じた出等、::-1'にit妄手じ設の党欠によゐ辺有のお高を

111'l~' <:: :~て首定する 1云自七?能成に ";J げられ t いるが、持「司とヨ本。〉泊説 千IJヲiは

梓税構成ふ、欧米J)~七七、どは法務待成が取られマいる J

理論的に以外〈十者にj霞己 ndf，;.~誌、主枠止し 1 う{千平I 向剥が発L-{.7-.j-るものではない

と考えることも"[授であるから、迩失利自主の相続というのは、 掃の擬:hC("::-，， 

さな ν と青山情4ることにも十分な理由がある。それにもかかわらず臼奈の油

託・判例が持続構成ふ取っているのは、王宝論。，出土日Eこいう tnも、 -c，": J，J 10ぇi)

被害者聞によ:)多くの賠償フ告を認める c~: I.t'，つ政策的な考;者の叩えであノコう

人::r事故による波J古苔が死亡 .i:::，.qj舎内逸失利誌は、死亡t!i';.Ji't'より寺合王で

とド干f-Iると以ノ己 1..--c、{-l))松手'1請から干の利寺井を得之Jた訟のよ将費え村除した

純平IJ記から、手El:..~.が牛花していヒなム~f'd.→ TIl たであろう生長 !'0'~~01\" たと

と現在かJっその万]拾を得るまでの中間実 L目、を控除~!ヲ金泌を、もi 古昔の平均

11<: ljy; ':1J た期 I~J に.fp:守主主計して合 U.\ ~9 るりが、実務~何 v さ"い 2ゐ慣行であ

E 逸失利益算定の基準と在る要素

逸失手:1誌を主主主するに当かィン亡本事となゐ )1、通のw:t;~玉、 HI 得制〉依sij;r;;月間

'C'，f) \')、傷士 (7);J:!J 白「にはつj伶 t!r. fJ喪失京、死亡の均台には1:;~~f;すゐ Yιi 昔であ

るυ 人身J員等lよ1にこの内つの要主によっに決められるが、将来クJ乏訴に対す

る王 ~rr()) 桁[，.を件む止すると .X[) (7)、苦古学的訂作ん式; よる十|山手Ij息の j士除もま j~:

問題レなる ~~ 】に通夫ヰ11主主主主ノLのi8在に;士、被害有問H過矢がある場合は過

失JI'乎じ従う沼殺を v 、 jJじ~ß'NP.書慢すべき Jf: 士相刀、手作5三された!で、被;?:ι

が11-!ð:から得た禾E~ιr~除することによ 1 之、最終 (:\j に給付額が決どされる l

機動期間11;マ

人の稼働党]聞と平均余命はつ記、-1しも

~o r， 郭珂右前掲n.:

'"河、基長ー削!tri-j

構法・前拘i;.

二日誌58:円 49:J)3Cf，5 

~16) 809J;:ftλ 卜、

(G6) lG3 ~-lG/r0: 、

/91 刈21~ミ汁

ナ立1 るのでは古いが、稼主JJ妓 r~u を認定

~;~時 ;1，・品格辻 '>(2) 'i9i -"'i(J8 T.-

邦軍1去百idt.¥;':;;_(16) 810---811貝、か

l只21
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合るためには、ま寸被t;:者円余命を隊{する必主与があるこ平均治命を l.:!，;'-~する

ために必裂な杭寸資料l二、斗同事Fi が裁判 ifj に目託、母出する方~-:tが取ら il_T い

るが、統計約'1'y主従と Lt，平ヱU;j~ð-~こ司する事]支は、訟判所、顕すな事Jナ

Lて i;:~;Tfl さ 1 してい心〕特Y;t とc均台ル Lて、労効能力を完乍に長官:して 生他人

。)Tf，!け士し では稼動で3ない重傷者;こは、特別な事慌がない仮:) 位。〉健医

な人と l円じく 1'，)')余命まど生えるとみなす Lごとカ班いので、専 ifliミどのお>2に

~ 九、ご h~(，þ- ;Æ' j，豆制す乙こ hが認め Fれてい品

株主，jJ開始の午討はソJ謀[， 1三よる収人(I')J号合l土原則的に qハ歳にな勺/三時点からで

ある 未戎午昔はヨ故当時託見交にjfx人があったJJむちに限コ亡、子グ)::え人が認め

られる" WI引の男チの埼令は長役。〕長坊があるが向、長↑止が主2jIちれもこれ)特

~II の::p怖がない ~R ;:， J~-~主?と!の友務服務I!!:向が終わる時よI から Ê討す{)こと

にる~ .') c 

、yιJラ令市?の笥苅人jT'{cf歳支で稼動じ主るかは、実務 r_!ま干IJ例で碕氾手れたチド
南L:】よる 七年がある場合は町Ã~:J的仁そ rγf迂Li を、出村汁J;!);-j，却や 紋肉体分

間J昔のJお台には、経験日1;によ"亡、肉体労働を必要レ Lなv、職業にr-T¥;:jてはH
体的なEli 拠によって、まま重tíi~J)力、Etめられて主た行

異紅白i席労働または 校内作労働者:二対Lて 手:j例(よ従来 :1~)，足まごとし亡し

たが、近II~ではGO;j.ï までと γる ωカ経験立w 台致 γるこえれている ぷ)践をす

ぎてし、たが、ヌ、11、行為の当"よ、内 i'.労偽い従7'してお"、 J~'j三に 11ぇ入カ￡あコた

被告e-i，:"〆九三て(士、その収人を 定規 WJ は込矢刑[~~~として jt;!，めるというのが山

町のすjおである U

公務員、銀行員、会社員のよっ (， -~-aノゥ、寸下仏協約ま j- I土就来~':~:I'辛によ 1I 疋

平がノl:~(/) ~川していわ職茶の場合には、 i年まで、かd 九九年ま?に::::.-'i ι、当

該11iにIiUf;することがで3るこ認められ、ぞれ以 lは、特別な司王将がな'.'かぎ

り、一般向い労働7干の絞抗年限による。

2 生活費の控除 ω

殺，:.;;話は'1.'14;;-佼主?によ勺」犯られる手IJ託をI:去すると:u}叫に、 了F〆い ι7二

ょ回学制険~~ u到単車投;日芦以降 ~J~訟ユ(育法位、 l リ83) ヲ 65 民 n r" ~1;i~1n主‘
，"11芝i+(16) 8~fR 、五:町:，;:{宅・前J出 j-: ('l2j 793~-79H=r、宇佐詑宅 前夜it(，-:'1) 

:'l 2:-i~ 、 24_~ 、全引l-{~ .有初日 (n)出1ff， 

IS:Jj ー ~.Û、 S: 抗生:!4) 以)6~
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ら将来コピ庁{するは寸のI1泊費をMLれるこ士にな之3わら、被士者かお宍1♀られる

千1;設から生i:a~をを押除 なければならない L かし、不?:t、行為によって死てし

た未成 :1吉の注先初祉を宵定するに当Iって:二、未成'rj者/)'1&十l'(::なるまでの

生泊告は搾布、し会いし川、 it妄義務官に対して七討す手作殺を主張すふこ〉もで

きな~，\ 111¥ 木攻守ベ呂(?)I[色丹貨はその親t"さか負担するが、 f供う死亡して支
山づる i~' 't-:.がなくなっピことを之j止の利よととほ J.~えられな ν功、らである 1)ト

には、 方ご(J愉J旦的な考J守(了の松支は績に}つては年に法律トの友務，-止

まりなしけと f也 h-ctr~，こ幼児の逸夫利益に院〕亡はそもそも作えめな許定がむ

われ、いるという ~.'I古が~;'~i十 L ごし、ると考え GiLる

3 税金の控除11，

斜戸賠償令は訓認f~j-lfT1与には主主 jしむい(1)で、主主戸 é'ι 〕従つlーの 11 ，.人がり不足!;'，

出こい買を j!;~~ fS;告するのかか問問こあるーこれは科;こ e 税金が源泉街J[;(される場 I~'ì

"リ 未成主t---fi'が戒f千;そにな りは人が'"J合誌になる去での牛川賞l立、子グ〉穀哨若干
行、主義X;;令討の白担に屠するものとあるので、本i千に1，3~" -c死亡した被害朽の1:;](
J下に至るまでの/1泊費ふ同人J)担う、利益から控除Lなかッたと してもM'!泣iJ、
が右¥" I 、)...判1970.2 ク，1、60タム沿討に}
。

fiJ:τ 認が兆 L:~ たのは 5 言その時でめるので、付加なヰヰ':ì~j がな t 、 18~ !)、 l円l

人は20歳に主主ご伏先づ¥:.'f年若ずある以告等からH、}1.!::を受ける fH，qがあけ、白 i__~

m財並で生活安会文日'-Jる義持プJずないといえるし、また、扶養義傍岳である町;1

告らが波!i首の死lでまた業主L務を-iむとさなν、ことから年られ。列必(手、彼古者

11身的事j誌ではない〉いえゐので、いわゆる松品川誌をすることはできな 1" 〆

される'~二ろ、 151~ tわたで '1 命f~ 1T に J る?っτ~-:::{'i五"古求 lニ J札、ては、政1;"者が1:

l'i 1.たなら当扶文総主札る二三がJ，;-."j自主れるiμ1人ι〉家扶，-対←dる扶交金官民を被

-~マ省ク〉期 i、J 可能績かられし除しなかったように、被't=.:~が三:了ゐものと予組込 :n

L扶託金額も 1':芸者の受主主計昨から除外守るのが街平の埋~(合致「る〉の辺

111 ーに l司人的化亡I+~'からつ()な (.-::'_1; までの生 i古 ót3~ を、何人が治改から受話子るで

あろう 10熊か，/校徐 νて浅治子自のみをの賠償をえじた r~:判決i土理E小俣の造法

カあるとい去る大判19Gs.2ムミ (i ~)タ 2 心す) 被害ィ訟のグじ亡に4っと吃ーの扶

長話務省か支給しな¥なった/:沖安全、 l反む話はもち 1)んむ、義足務当カ利得!. 

fもの〉して校長式務者であ():主告らに対してJ員採叫殺を主長できないJ (大
1'IJI066.!I.1日、 66タ422)

l 子為市書換 ドl長Yf:_(，lOG) 2GS}'=IJ'J，ト、企陀i朱.~iil司 ì:;; (.1:2、 79.'1'問、全性容也

市お山 ¥1) 市計{戸市9頁

二日誌58:円 493) 3Cf，:l l品1
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lこ利犯となとごこれをt~除 l，" C }_~矢相Jままを詐ι 寸るとしたよ、 1'， 1家はその賠償

金;\にして門 1.~t~)1続税によぺ、武税寸ることがじき、被害計慨は 刀に税金 3子

松村する対よItに主るので小当で止ると解されている。

4 中間利患の控除， 12 

実際0)，丹市額はま !rをJ住ヌにする、ドJメJ余命的IgJの総収入から牛記者等をヲ|しミた
議 tーなる このng:間続ヰ定期l主人J!山、手はなく、 時金賠償ないしτキ賠償に
よって現在の 出土けの支主いで処理ずる1，;台?こは、その利，巴をヰ除〕なけれ-

iX~1勺公しら

中 1日j 示'LI言、グl ，'十[\:í~'h 以と l ては、 lloff PL乱引1式、 {;arpzow 式、 Le[;lIliz 7¥ク〕

つの方式刀ぎあるハこの算式は、活友視を A，.t:'.~誌を 1C 、半1:千三を了、だ~;i~(:Y J1、

われる令訴を X1こ J たよ号台、 HO.i'foZtnn式:止、 X =A  1+-:1t"ニ、

(~arp;.::いw ュ.\:，:;， X 1 =A 

となる

(1 -::1 r)、 L、i:H1i乙式:土、 Xl=A/ (l-r) 

確かい、日a;-;)70W ては銀行の害引に利用されているが、割引千が多 FさE、

1lJ%の1王定利率引土、どりイ|伎には続格荷七三!賠償問か Oになって Jまう n

L~;ihlli 父 Xi土 tt利計算「中街事L;'j，を引くので、計算かね主主だとい "J j.V: ，:1 があるん

H()JJ~11ann 式は単利市尚一で、その百台 Jii':主が伯、nrr式よi)間半である。

裁判lγJは従来、 "ハ口市叩←式を，p~ っ亡し 1たう，~1) (f;1、級裁判)可が、統計生

情。llJJ案ドよ 1):産令的であるとし ιう岨白か， ，、l.，cibni;.::じにを陀う二とにな!)， 

}，~ìL~~~(よ裁判州の丙よ{な判断 h 委ねている 11.'

Hり ~Jm;l印式J\' Lcib~;lz 式"は、一つの使!IJ );法がある。一つは所得同劫(7)

が白色期間町長終的期に名義討を 111に取っするこ kぃL，中間禾]立を控除す

る方法 ιもる「らう つi士、所得y完封。).1J詑湾問を千ドまた;立引のよ λな 定期

に分けし任期ノιことに句、主J::~ に晶表者自や取得"ること!"~' i、その会主自治ーム中

間平IJ岩守控除Lf 全績の総計千充際に主払われみ金箔にすみ )jì~J、である もと

もと逸失利杭(J加害-1J' 1.;)があったIl，j'に í~ 11fi'rJに完生すゐのではなく、それをw

f行ヲノ;:;)8寺 /X''C'i!gl々い長 -'1._ るも (j) じあるから、ji'f.: ~;Jーアミきる~:+，l汁ごとに、 11 1rul刊

~~~郭澗~.同掲;上 (1fi'j只:5~- 宍: I ~耳、 す三時江、 也掲~l (4プ.1 794--797肩、情

円~iイj ，討 '1拘れr>~l) 530I'L 
J全相千二.c守ト，}'i主:1:す)(l(i乙 ごし廿頁。

lSfi.l ー ~.Û、 S:Ji 全日2)以)62
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口、を7T除寸とのが妥斗と官、われる。

w 所得額の算定
法 7こ不'1誌の持疋の某1淀トとc る!り将棋の詰 Pみが何かは、!り1-~-女史~ì~t" f<<動能力

喪失~~~Oì;，ずれの足悼を取るかしこ1:...てj古L市が法って(る。しう L、とのす場

;二、 r っとも j\~ 火利点:í:1::算定する I;;，~に、 次ドjな長半となるのは、特命::AO;1すd古が

ない浪人被J出J者の2 似、lJ時の受益であるじこの再'T-[~+;Q(去、被吾者が労{戟能力

を十両:または 副;を失う」と fこよって消減またはは返するFV!'1与であって、さの

性長 k当該の労働の対的に泊当寸る労切i'J;"lヰ;こ限定ろれる j;C，e、相右、配当金
資料与の資並号T得やその-jjl:，の不'};丹T得l士、注文元'1五止の主ill']から除外されるひ

ま丈、悩人企業の径叫音の所得首~:必いても、本来は企業収誌が資本と労

前の結合によるものであるから、全業収五泊、ム資本と第 占的労務。uf与によ

る以Fを除外した iJ;(議 ~I:分のみを、帝王，，::.(， 1 心労務等グ〉悩人十~?;.LJ<r~-'-j による所得

額とみな寸べさ t了あるとメれて1..，る

バ、iJ、千iltによるj員t台じっ7十耐Ei司、{j、千 l均二時の汗'H3'I:による}さ jして、三るの，.-;，

-;<<~失刊誌 7f定ω!k慌でめる f干r'口宇-~も村別な事怖がない仏'E り、不法行為山当日キク)

Jよ1~，~~'基準とし ζ 主主ノ三すべき cある しかL、将来その受ufrが増加寸る、とが

キro~ な f~!是で、 jiit実 l二予渓J ，~，れる存械的資料がある場仔には、:己加する収えまも

注失手'1吟を鼻生 fるlめれって考~-'t-べきてある}

透;去所得'"

渋乞話。〉事故生時的::JZ.入の源誌となる行為1] 不法で&。か法制に述反して

いる渇合には、その_IV;-'1~' の ti Ci↑tt を認めないのが手引く1はあ ζ が、ての}，t準はそ

の法対のす法主~~~'と i主反行為にサ寸る非事 "J 詑性の科医、 1，j:に干の i主反行込/子

J+ ハ主仁土、件の強 l支竿，ι総合 l 〆こ、日 1へ o. 桐川n~; に判断すべ主とあるとされこ

いる。ト1.'C、判例 1~， ~，ニての賠償を否定していゐ

ムJ 字情喚・↑時J号陀(105.1 2怖"1P人に宋さま袋 行iil品J十

村出:'2"1呂♂¥l!i)8rつ..8IA頁、金8:勺示・百犯i:t
a 刊行 535---536 豆、ゴ三和芥‘前掲a (1:{:' 8号i白 1

¥66) 1 (、品--167H、お

70，'!頁、他龍原・前掲

}フてtl;l0G6.10.18、6Gタ1635、大;::)19G7.() .27、Giヤ872、大判1992.10.27、
92タoo4市三

二日誌58:円 49:.) 3Cf.l l同1
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2 無申告所得'"

間fI収人;立 を'':::!.の可能J年がない対同可戸J:tl~ご上ハ、 l忍めるべさむあv)、そ

の所得績は:H!花的側主力4 ら j~遅トこさであるから、税務当同に中古されていな

い川河に対しては、その二L~止を敢終にして、 j究院!汗ポ楽に町して、;!Î~な )i;î 門

栴を官主;寸べきであるとさオしている

3 各種職業別所得額

給与i'li褐者"

給I_j庄日者の浅うた利討をJ7定1るには、:;:iι故当5守の針I_jを私学とするのがl刷、

民11であり、オ'I:kcつ不砕:長な変動:止考l室長れな v-， 

も~ì-']所得者の危う、平日採甘 ít=の丈慌になる収入;土、労働能力のi併値を~当氏

践し、勤);i1r1恥ニ記えされゐべきである c iifっ亡、計引jな事情肝心:い1;)i)、基

本始、科棋の干当、かーナス等c)名ι1如11iTJにかかわ均す、前'1;0)対的とし C榊

続的γ支給されてさたものは、その竹下掃が勤jJ所得γ人る

本来 /ユヲ金li、使用者が王営実績、勤務成績干?を参酌して裁量的1吐志的に

支給されるものであるかり、町古前なÜ~;I， :'--;:i' まれ。ものにはなl， '~かし、

労向慣に含ささjiた報酬lJi氾卜は右のような趣旨だヮたとししも、"i']'え「継絞

tドJ ・定期的に一律的に之M'~がな 5 れてい P のなら、それはi完全の一種とみな与

れζ〉いうのが、判例の立場「あ JL11匂 Lかし、父兄がf副総した守成会で学

校反人の従業員に支給オる止貝 10 とか J 当 c も特時職、例え i士、戦闘祭t~J)

~~tJ宇中点燥 己:;1':引1:_(1 06) ;~~， 2 耳、ヲミ共寺宅 前雨i'j:_(66) 1 G5~-- 166門戸土原rl'京‘

苛!"江 ¥42;;:93支令権龍いl 岨前掲u:(41:' ~-:;;-;;-) _. :--<浦賀、金制叶・苛!"江

SS1貝c

一宇崎焼・前掲注 i.l0(-)) 2:日頁1_}.下、米?主祭，.rt'I何注{(il引 I(i又頁以 f、金

桁芥。前拐t主 (1:1:出l()頁パ

《 包金制Jも:いおい亡賞与i~ :_;iR~'n-;ft請に白:勺て商l部長官のノ苧認を;.け支

給えれるとそrコ支給条件をl閃かされてし、るとし L 夜、、J主審が確定 jI二とおり、

食守ノ:;':i/，-it:，'，~ 定期支利されるりなら、こ 1νを止と、j!))e~怖と支給される百-:í)-o

挫cみるべく、賃金て、はなし 1右手当uS.出恵山~(.: )diヘされる金釘い 4ることは

できない U-.'0:j 1日河川 26、76;;50ヲ). 
↓ 被告が、プー校しつ父兄が州1減した育成会か::)qjf )-j i/~ i-~j' ;こ L員を支刊したこ

とがあったとし、も、この行成会は被 P干の文目l♂下にある iせ:1~C とはみ才ず ここ

1S71 ー ~.Û、 S:Ji 全日(;1以)!iO



人々相手年時嵩苅求権0)H 抑止較iJ;研)'~ : 1 ~ 

み;こ支給される校!il 手当、~};員殺貨等 l主、その服務刀、J釘]で 3L如何に|虫ず

1忍J:Cすへ主であり、持;辺従事云の来イ奇旅費のよ，'):'→山張時ごとにm~ 主れる

次的支約領は、'え経衰の f-\:::tf 8~t1ニ手( t~~~/--， の明、勤労収入こはみなされないll;'

給7に間ずrb?主以のィ、確実な注品lz考!与されな!、が、収入:fl却のnJ詑刊が科

械的に市安視される持'{';には、それを基準と寸べきである。 必ず，、弓~~/~当時

にづとに11賃ヲ;t.:Jに関する百三合が逆行しとν て、弁論於結以前に、 9-e:二百i

i げがなきれ介のなら、そのリ:1げH践は 引!げされず給科走基地!:-9ーベき

Cあ{)亡きhている弓，

さらに、大U、涜は19'1-1':1"の1可決、l出仁、黒川口 f百貨宣言よりノンなl、収入合得、

いた為イ干に、必ず仁も 1';;)領の毘村君づテチi全土t告とする;主的はないとた均、 1f)I9

午判yυ円台l土、被害者がiit宇Lていえ業務から得ごいに主傾をた準とするの

から主治「る全日を政告がム:給「る労f品の!と{口である賃金〉はみれなぜ、ので、

!1'成会かι支給さJ'J合員は退械金算U-¥にj-;:.(￥て台骨されなし，.'["1質のものマあ

るとλるσ、刀;世主--c'ある一げてtlj';'9/4.2 .2-"、/::;タSo9S;

~'， I 給料に会まれる乗It-旅費 lょ山芳、時母:ご消費主れものにあるの、、 J~-'た利

益金:})5主主に心し 1て;之、午i，J]長官は判刊にふくまれない性伝のものだ 9;むのが相
当である()、半JI臼7l.1U.:沼、 71タ['1日:_:)" 
21 'F{ì:;' 公計 l土毎イ1 所属品1. 主んの貸すごをヮ I~ 上げでさただけではなく、 1070

年l辻の労賃に閉し C:i，本件中前前かり被岳会引の所以労働紘fyの笥ご労貨の

引き上げl-関守る1高恐が逆行していることがうJかるのピ、尽;¥(?)JI;7.人カ梢れさ
れる萱冷性がちi制約lこ結実HU5;i L~主場イ「 ζ いえるので、この担特から、 Iυ7~)1f

1O ~5 引がえの逸史桜書を明記するう会:、引き上げ Lっ ;;'L jニ賃訟を茶ぺf少しfーの

は 11ーさ!:;な措置であるといえるので、反対グ)兄鮮として法坪以降があるという所

;r2i主流択で誌なし当大判1%().:0 . 9 ， 80タ土488)， 
μ たと三、この事1'1に院する巧(';r;:l -'Ji'1.弁論終結 ~:ryv)良村ij;l'封JEZ合が、イ i

写真日i:Jこしての収入を刊凶る ω しても、 'z'-9:jも高領の長村賃金を;s;.i匙〉ヂる

川111はえよい. '.ノ、名19ii_5.lll、 7~ タワ17お)

山 l小法行為に J il 骨体に樗;~を捻った彼~-f} (ì)品夫tlJ'"の肯誌に討いては、

吃ーの木ú_ ゑ J 九当円、有l~与すfが従事していた業務から平てした金組をま準とする

のが2z守だとしても、その収人~吋J 来岩瀬されペむというキ扶性ζ 三副古カあ之J場

合tコ土、ふの謂Ji寺収入もその'c定l沿いて寺市守一。のが相当である....， '.1:主

村';]1:向; よるJrzヘが、原?与が弔故当11:ニ美総のft怪と Lて得ていた給与宮町よ i，
はるかじ年話であると v ても、 般的;こ民業労働;こ抗争するとし hうのは、特段

の雫脊がない限り、俳中な人主ら詳とも可誌なものとあ)、また農昔、労働:こ花

二日誌58:円 4只D)3C三り 1881 
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が妥当だとしても、ての収入が将来増補されると t、つ蓋然性と具体的な事情が

&在する場合には、その:!Jj{.I;'収入もその主主1二におい、ち出寸るのが判i当どある

土しに「しかし、蓋然性には害関8(; な耐実七-プtF~:Fとされ、かつ、作実性的科区

は目:くむ求される l札 そ λ 1.=(" しとら、特足取きまの77 がその~j(入が炭吋 11 足

首主ノ少なし、とい λ理由で長汁ヨル271となる葦然性l立、どのよ λな場fに

梓当な限度の任;J;.'I':があるの刀という続出也、生ずる 19S0lj:.'i';jiJと~ぅ喜多数百
見¥'"、「小;)，f二ふうi，:J (j ，cJ'1cj::i沖古 7が斗じて、労働力争以 1.:L， /:引さ者の 1色'1、

収人を守疋する均台(，，:(手、原則的にその万鈎力長失当時の被古 {J'のは人を恭{τ
とす'(':~ <よし)~土 frí~{ìJ(i) とぷ:)ずあるが、 子の'J.入カ斗手来増。じする二とが出;与な

伊l主で体主主制丸丸るR向的資料が品。とさ l士、その軒'1加えれゐ収入も当伏考語

ずべきである ii 政労働ぞ貨がはるかに市績な馬台".~、 般苛哲?にむ(-.=1].

ヂるとい行主然けがi良厚と 1"えφ ものであ丹、特↓互の辛情的 J士l叶ぃ)、弁論終

結持グ〕 性労首}賃全力ず労働jJR失当時、税実に存亡いた ':z将よりま~u:;:-eiめるこ

。は、その労L品質山本選11:して、これや基準としてその逸失利益チ詳浴するの

がif当である ぷ件の〆品合、労働刀を喪失 J 丈一 ~R"l'(-ニ、原告 1- えの恥業が

t ¥W>lへもなかったら、 段|けl片肘世'JJ

iは立ない A ナだfとす ti!ばz、 7レスl政工として収入があ〕たから 附労賞品 q歩、ない

先額が陪償結になるの(よ不公立-('あるJ と'1'1;不しλ。これに刈して、 γを立を見

(二、「への生命ふコ身判、を侵'~:L /-:.場台、そ iL (よる損胃をf韓合ずるときは、そ

。)被で?与が財貨を獲得する能 JJ を計イ111 して守{[\するのが;ぷ刊であゐので、~;-j貨

獲得能力{よ t~守fが ノEの慌き告に従事Lてたならば、そこで得られる収入

Y;Î:~ 定基半となるが、 立主 (1)戦 -~tn、ないときはttf交の事情がヰい主り、最小限

事している均/干に、、i'.ld:;買i子相斗の収人会受;するというのも、 J4然Yゥあるこ

いえωのご、 j京告が将来:こも継続し C、52汁:]定笠金より少ない金夜:こi元足し
ながわ、な，pJJ年以を終えるトいろ将J立の事十台がない限り、広告の詰八に従コ亡、

農村労働賃むを附記と_(~. 11:'，(入7茂夫織を甘え，-jることにl手、照会日計長官民の肯定

本草(<=ÏJ与する U;:f~の d~~8;í-がめるとした苅 l~~(土時 111 がなし J ¥大判19';'9.9 .2~八月

タ1パ10;， 

f二人のたミ〉その註人の経認書の記録I'J容がH約を 'r祉 Lども、えれは

品タ人円i を桐当な程茂で位';tに ~X(<Ò レノれる資料としては不足であゐ 1 よ判 ID77

(). '7、 7Gヤ1056)c

何 j、2ドド98l1.~ "~;、、 ι9タ1(;09 ん民子マィ毛吋:半IJi九"

l S~J .I ー ~.Û、 S:Ji.~8S) 以):J宅
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校口 lがノ二切に 1it~.*寸之3 とみなし、そのノ11止を基平とするものである。 ポ多

数恒見l土、 1I円足労働賃金がプレスl読 とL て得、いに収入より事官民どある

」きは 設J寸聞に従事ァる釜Fぺ性が{農f早明あり、この労働賃金会持ZZ亙ーキピ

子べきだシいうのは、ルこ，;:~ ~r- il) tfH~~があるのかがi円がいかなし~ 従(て、

ポ i-~j'l.，1{主何事的がなくても、 般ヨル労働にiiL'#タる ζ~、う持夕子な与引古がみら

Ji-ないノド件においど d. ヴ11;;))]足'J::当守にゾ〆ス1桔 lとしご待ていたか侍ム1.1，

T はずのよli入走、;主人民己:日 Æの，~平，1.--<1一べきであ\)、被古一昔宏保殺すゐ正い

う小、だけにこだわって、 r，~在の械業と何ワ)関下のない一般 ;-ií作 .:u 賃を古!ir とし

ιぬ失損害を計rうした!主告のす長官にi土、;2;ラては入(こ間十iる位、現誤解の還J、があ
るといわま/ひや得ないーと二千三町長!ていゐいこのす'11υLでさ長老女主見士、戦史的、拘 iこよ

{)も~ì.']. J苦力IJの蓋伏牲を花当なればご碓J大で去るよみ手のは、官τ取者〉のf;jf予を

考lぷLたものと考えられる~古し、符'えは術を 71得 L!'"一回定給与取得首 7; ，''-7;、

ム:ノ己な日J記7J問者に転恥ヲる存然性が大与いというのは、ヨnミラ7賃が|古7じが117 

よりλきしとしバ再1古を:芸的しても、ゃうJ寺井長引の程度プJ相当1，在三廷であ令とは

思えないu ぞれ工，)、これからプレスJ:tt ム(:てのキ行勺デ'J~引 !.j'"ムれる)-，ィ， ' 

)J がむし入、品何十刀、出いと持われる「

公務~がドJ業全持 J てい1 、勤め刊間外l その 1;.t<i ，ciitt 1， T J]{人士↑与1し

た場{;-[，'-~ (よ 斗計丘公務員 C)~茂 7主;椛位、国l殺の性賞、戦務ょの河述t:の有旬、

従ナfF，~荷守諸般の事情を芳丙L..-C W:i: 1}1j J'~ヲド roi'係J、令三五h- C{ され Q かムうかを i韮

詳した役、 ei'L1γ日午下手三れる士号令のみ引1-;;.とLて説めんれる

;Ìf~， 'Kf:J 誌の主主r之によ」たっ 1 、将来の打給者ト苓 l志すベミかにルミと は、持)]:J損

2と]，亡、かつ、ヱ氾可能生が&ると Lて原則的;肯定えれている(近巧ぴ〉特

区の判例で h土、「将来蛸加される賃金JI1人を士t準しLピ羊むさ:lL /:~ j主7こ木:10:相

当の訂;77[立、当五小1壬行為Vこより干|会同士 I_i認めりれる瓦常照会であるかり、

当-5)市;ぽ革"i[Hi(含まれるものでJちって、被昇計約賃金会主主が将土問加されると

いう事仙を、古iJ言7うむってし汁、かhJωこtができるかC)如-(11)(. ζ ノて、その

党;.!'t't主主因が'，4:わるちのでは在い J~:判示 L 、将iとじっ昇給を逓J託料害レ L て J♂め、

被~t}.闘のすffll:J) 白日を軒減してu る

不yj手J!.:tにより:!と Jノえ:ノ七年退職令市斗納または定年退職全と死阪による現主主

に;.::."j子、旦恥企，e:(i)在日吉は埋光利五去に色まれる J

メ、'[宅 19~b. .11、9 すタ(lg~ぅ()

二日誌58:円 4只1)3C三7 L'!oJ 
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募先したiX:;6)'契約の St: J七ネド J 〆て f 斗を J乏し十るぷ行手守的年険会中I~0)門員

13Jの J~~ :j~河~~IJ訴の主主，~二に当た，，、 lよ *f!&では、不ιt:1;お前グ，;，1f古別売にわたる

Jui結実績を主主行L，子片的:;;:;.、を基政として所得積を拝定し、ピ、要経費を審理

経てしは何?すω万王を取っている b.¥(呆主主;子当寺の:X債によゐ?寸万H姶f，tての

主~ìë1: 主突になる，--，業実請に却するす日11 宮内には、取引限?育、 えコ、コ|宵書士け各

稀税務資和等があるr

常用勤労者の斗所討が 72 LごいゐJ持f'iに;立、平均賃金によっ亡;主ベ不l益争

算i_U-tるのが 般的である)~Æ寺では ';::)j 税資料々2f(，，::dまついて、 Jj:刊に受けた

総給I_j績をU主7ElJ7二卜ず。

ヰI]~ が丘山して L る

':2:1 事業所得者 y

午間円主主じγけと才7:W，した会簡を本伐とし亡、 l~うた

事来所得おの逸失ヰヰj孟かを算定する l あたつども、その逸失手Ij此は、勤労の~-(

hiこ相斗寸る勤労所得;こ|現>i~ 手れるべ主である c ~;{ぺし宇業所~，1若山 t業ト

(/)総11)(人のう主資藍所得と人常的・治的がn部うf(土、除外すべきで志ゐと去れ
問題{止、その企業 lの総収入、必要注針ti)分、そしてそのうザう肢を測¥. "(' /，;) 

疋ずる hi去であるが、その事業午の規模、計?守実約等をø 1'fr して、政1;"手~'(/) J: 

つな科医、J-:t1長yiび経常能)]'X'~~トコ人を犀 1 ， 1寸る場合の寺':a端付J当錦、寸なわち

代位ト扉!LJ'f!をイこ起するノ}J法見守主)iJされている

医手、歌子、 }f兵士、弁護土、悩析の]~t ，=主計:;-'，，:¥，-寺の収入l土、大体丈L以入を

*"践としている υ 制人タクン 辺軒十的場合¥!I、l'J守税収人余かん、車l制維持

費、お援~，&~再費 a 千十種保険料、f.1 カ[J;正也l税、免許税 e 円動工ユ税、組合述合会費、

J入:資本収人額な」や位除して、 !IOJ純11又人{(:1't，i: !./てい(，-;崎県中fi':R酬を~

ける外務版社R、ぇ配人デ宇の均合にl之、常主実績がし、λいFちな強LSに上りノi;-:t:i

されゐめで、その→業;'r;訟には、職業的経費がかかり、担除 3る5三口がある υ

?えっじ相当な間売に 2 た〆シ1寸法*私を総合、，た VJ~Ji-:~'Z 入を基礎と J た営、

交j国E号、官主r干名待費、 [1 丘購入費守の ci 業~' r'-r'品;J; ，~.，e、要な経安;;1.:主主|段 J て注;た

手U主主を守疋する日

法人卒業者の浅うた利益を ~~;.Î~-cIるに当たって、実J I:'Z).. を長n):2とオる 1話作、そ

の'Ii'¥'収孫、将徐，;::村、~' Ij-J 紅会除疋することが、ム見返 (I~J にかなり却しいの

三 子入『南幌町削.!tri+(106ノ 2，120:>:(1、本:器薬 当idt.¥;':;;， (G6) 17G---178貝、干性

能I!I!I・前相E主 [401) 凶 4問、金制作 前科注 (Bl 附()-出i貝 J

1，)]1 ー ~.Û、 S:.6.~8r;)以):J fì
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で、 ff.1JM'刷費を42i者するノJ法ぃ JるJ品行が年いが、代替件消費を丸定合るに

当っ、も 1前科r~:J 1;;'~c:I^)I!:.'{与が多く和J !tL~ %'1ている また、?と啓司王)1;告を推定統 l

所得にぷり算定L，場 lヘl之、わ号1:な事惇かなぃI:xl')、その統計資料の'iii'数がそ

の某jiコ!り作炉なωυi叶えは、 ICI円高の平ーを手じ「同して、情1;1J貨物1:動車)主!と

事業を経ばしてきた当に対しては、笥企実，~~両査恨白書に」る主 U!i送業品。〕

j'J一'J~空会ふ f[Ei、疋 f:;!:をとJL23とする HIIi!がβ'F，>，(i'と、(/){-¥弘、居it1t:二 被U)

t:z治能力以外にcj:r主主忍'g'; 珂!-ゐ能力、日動車i阿 S~芹ャてす脅して究めゐべき

Cあ{)亡きhているう

事業附何者のJ卦CJ¥ そもそも稔:JL;】金額口千本を確に iること h習いしいいまた

紘売トイr傾が伴ノ￡仁だとしても、件前とする~t?~n#授が子怨すゐここは存ら iこ拡

しく、その金潤も町j:止とはなし 1し、加えて 企業主制人の寄う l笠を測定会-{)ょ

うると資ギは存有Lない さりに、代替取嵐官にXh"ゐ正問も綬味心:J;J，.'j合が挙t" 

i)) 仁、賞金棒i立民豆半力、百十羽H奇心新計 f-yrl守今 JJJ2 とし亡負うたr去耐を 'þ-'，三 j る場，~'ì

/う、多い f月八ば、 tく生巨小売主のれ宮起の.f;jy'r子、賃イヤ|骨造基本統ぷ羽三三持;I1Aで

IU牛以「の;王座をJ去っ 2トシヒ従事者の月収入金福ご悼定宇る υ

自U つを立貸し亡、安と 滑に食品小烹業に砲事していたおのj去台、宮令

市j主主Eソド統計r;:~存報告己の版ソじ H 、向上lJR ぴ「め主党1'1 ， :-7: (/;円、l'均J]{ 人でも主事~;L

している υ

:'3'1 兼業者

小法手]為的判(~4-í:が司王政~降、 つ以上のは人仰をイjする業務に ri!時に従主詳

し C~，)たよ場合 弁業務の:宇治や量V!Iき形態等からし L、その業f付ミヂJ立lド，でIrhf:lz:

下了能なものであり、実l捺;二波士長がどもらの業務にだけlkftてしていな刀った場

合l取り、持菜種の収入武史街を終日1:的t 詳1山して台長 Tべきであるkきれふ1::"

が ~'Wii己→音が可じl詰所で、合気道の道場を開lJ1J主'):'\L ながら、戸干し!の鑑定

をLてきえし、被'声有の合気;互の辺場経常やその白1I主主〆しての役割が、 1: J) 

;己主/;:ぜだな時間lj'，よ寸底抗した吋件前誌作干、円JfrJJを必要とする合の守:，;:IJ:: l' ，(1) 

で その役筈lを丹qr-'よる j1!.i中やそ σ 言~1kの時間{二 Li t 、の ;1:;，立がで，~~ !~~い私'1支こ

はみられないのむ、 JE存がれU) 陸認の収人喪失や全部認めたことにほ証;}dH

違法皇民自聡凶，)賃金t土京詞予報告書;ぷる統計賃金の性誌を誤解 ~f..違法 r

あるといえな'.'.J (よ刊 IDDOλ 到、 88タカ :0255j、「洗J書名が つJ)欽f幻自を

IC'j時に経ばして恥ーへを i!，-;'てぷり、その業務がJg~す的に経むされT[0; す ~lJE虐なも

のとあり、:Jお?にど被害北が、どちらか ツグ，常常に専念!こいたとみな -4--1rrJ

二日誌58:円 4只:J)3C三日 L'!2J 
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(41 無所得者

もッ{rら家事だけを担当する婦の逸失ゃj援に閉し、は それを十l7三する見

解が般的であるか、そのλ足場~ ~ :，0ついては絞 さμておら「、具{ムげJ3f定

においごG_異が生じてv、る}主婦の逸t利持を認めるかについて、 *ei刈;之、，;1↓

でも設以に'1:存 J"， '(いたなしコl王、特別な挙'I'hがな， ，恨:)、その性jrJと私盲目;こJ

る普通の11賃認J:'tグ)::]人はあるとみなすべ主である」と iている。ただし、 j 

婦の労働{間前青瓦~'.lx:婦のそれ元日司 視すωこJには刈EZがあふο た守ごか竿業L

て格当士ゲj訟を討つ主婦が、 Ffへの地訟をm:ト11~- 2~~~"]~J みていたのなら、そ

れは家定数帥を庖っと νるのとlμ;'!i，二経涜均illll債を持りい裕福とど十婦だかム 家

成婦が原f，lして:'1分ーとはほとんど J万働!なl'~ ::;:婦の労働と、収〈古が、tシγゾジ、ないため
夜;浬歪くま「働〈十t綬守の労世俄tれlは土、 その経7涜宍司引↑耐耐値がj進主うであろう治か込ム 丙 Gι的ド拘jな

算符，定七をするのはE司E経であ lり〕人、 従〉ごじ、 d子L山兄 i'Iは三、 'i:11i肘J:.主討令片附ヂ 急

Y汚方 T事j持=需ザが怒~i-酌r丹]?九ミれるべ員ごよあ， ξふ〉と考去↓らうれているハ

不法行為当山手、械設を持コていな治ったと て止、将火仁も収入がないと断

定むきる特別な事情がない限れ l!l入Pf'-J三瀬を梓7trるい当とっ亡は、最(去の

JI1人てある i京ノ;釧?i山t'i.，í:-:相当釈を長生こ〆亡~宅される 1~，，:1 、

らの;tr料もないこ乃予'1'1'，('、ワiの注史収入を非主rるbニ斗止っては、持責J主席
。)紅営iCJ る収人喪失紘を日'rJリ宵j に;J-~~+bj L-でこれを台甘するのが~:'町、でめる n

J た、 X.1))~ :61: 日のヌ I貯の弘、受話やそこから殺害者の労務寄 1-; 民を 'ri ，~;寸るため

1，' y'::ó: する項目投ひその全額仁院する止符な資料を深沢したり予測すゐのは~~~

L いし、飲Í{ i正も対l慌が常j:m で、ほと人こ被古昔0):*] 人ぽ'~I~ }J l三に大き:依存

していたとみられ心この守i"le;寸[土、被斉?千戸;日jじ将!平ーと l司じ ~lH手 1' 1，江Ër;ト子ゐ勤

労誌の:TffiÆ続j:ii-Fi1í-得を恭 fF として、 JÇt~失刈訴を許7Eするぴ川、/~'-:f~的でめると ;'!i

Id!' 1__、母、良物ノ|、Jじ業沈下朽の月 F均賃金を l守ノ止し L主'&fti~. 被害者の将来(})ll;{ 

人 JI~-)(績と算定 1 、いるのは明らかじ;歩】り、 被't=.:~がこの事故三jヒ|時どちらの

'i-'-'t'業 tこも専~せ「、独 \~Î j}~ (.号二つのJII業を兼業してし~認められる jJ '、 t 

ちらかの代替置市首まとは ]lhJ 万の代主主居市設を合訴して半均 Ll:~.Rを己主夫111 へ

昇 ;:C)器官庁とすべき?あるとか、州訂 0)代替賛をや守 i るのは、 10時間υ)~/; 討

を認める吊"崇となり不当 cある といヮ等の!タirfri(土受けへれられな'v' I大:r:J199G
2. :3、8/:タ'12-119)

オ宇崎J発・古辺住¥1(1(-))256 こ同頁、米n一一告を・前 t-~hJ ((~(l) 181頁、許;何iE・

北高u:;:6i引3白、イ'I:::!:titi'i'k‘前掲1;じ {ι2)703口付
，i) 芋『南幌町削.!tri+(106ノ2GO_n以|、本:器薬 当iJJt¥;，:;;_(66) 178---179司、イ、

陪j半・前相Eミ二 [402) "i山一 '/9>;頁叶

I:J3[ ー ~.Û、 S:_6.~84) :lOJ~
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化よ弓手前持(}))}己うた利益07)官宅lま彼士者がtj綿布iC)場「Tl立、死亡ド与のJ;.fぞの)[{

入からとl，'_1賢その他の経費やす下医、し r稼勤年数をかけ、、主主忘した令官民から山

町干'I室、を控除する ljf}法主 役S')にほ刑されてv'るc-かし、被古音刀i'J):!~O)場

合 t は、桜書額特定の宅促トなる現実の~K}、がなく、将ぇドの職楽に従 ti して、

どしつ 4λ な4に入をi与られるのかを子刑することが甘くめて州司?である"泊先

利訴の本質そ斗半'j);:1人女史にl"J巳害こするi半額説りリ鳴しは、訴訟]却諭 E

Jfe古汗認定 Tゐ二にカ4イ、円能であ;;:):_ i也写、労働能力1':;'火誌の ;'r肢で;工、 J昌吉

ぴ)~.t~疋は可能であるが、月オこの椛菜、 Wè への程定等を予測する」とがかなり困

難ずあり、ベJは 1)明治 hの間皇内1;;:;:残る しかし、判例}勺土、守二少苦し))tうた収

人存芯めていふ従うて、その以りでは規制~1七{問主化ノミれた主演0"し止は、

稼働能力」と9-(:{えに依"ていゐとしうこ 2になろう

v 日本との比較及び検討

J 占，::tJ~HW_.~ と L て賠訴が必められるのは、治療~ャ介主計、#↑長î'èIfl ~宇であ

る このような伝極的提出の民台、特J¥jHごエの、出資の行訂，t.:~員古)エのほ~

凶県i斗係じりプFP与をめぐって宇いがめリ、町(-;" /iび裁河内旬、l良重な負fMになりや

すいυ そご戸 人':r J員=与の)(:'1'"ふ，J めている交iæ ポ~;~の同ハ lciむ費やきF儀費

)↓j等については、ある程度 般的な基牟がJ+j，;@'; ~れており、主主2f!S') なff定がi'f

) ;fl亡し、る

，[命似士によ勺て、化亡長はどうよが符~-)れるはずだった純刊誌に相当する引

与を被るL予とになる" *It!.ヰ 1I採 l~:算出するために}よ、 tl'~J.がな刀 J たらどれくら

いの朗ibJ働くここが"r-'き、と Uj，ょっな ';jT:寺子三どれくらいの収人少得られたか

を対ノl:~ しにその全容から生活目iTfをJ空冷するよい)~手作が必控いなる この

ヌ1宇崎焼・前掲注¥10(-)) 260頁1.}.下、米?主祭， 'n'I何注{(il引 17又頁以 f、金

略沫。前拐t主(.+:;: 79:3頁、生相行 'e"fふ主:，l3) R8J1言
ロ死亡当時に)I~人がMい苔?も、将来υノ最β正)I~入といえる '1;- ff!;~!J::担当心))1凡

人を主主すlJ! た年少7;-の将来持られる利品をだめるのが相当戸あろう f大判 19()~

(i . l~. 、 6S9 6パ打、死 t 当時満 1" 長引i~t;.の収入のない立てFであっても、 J}，;)I

になればせ匝労働賃金引肢の収入はあるい 4なすーベさポある少、汁1966.7 .10、

66タ(54)不法行為 J二よ勺て死亡した当尚、 Jよ子中ヂ止であ勺ても、特f刊な弔

↑百ヵ:ない限り、労働に J る ~~--Z小日Ji度。刈凡人は{Lr りれるので"X:入元 7 まったくなし、

とは同í'iごくやさな~ l ( ん半lj19()(). 6 .、川タ

二日誌58:円4只;.))3C三3 L'!4J 
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1'~作におして l士、手ヒL釘îC)侭~ií時の年宮市、健!A{状態、戦業、家;n嵩j戸、その

ft'lの誌ヲ↑市在;号!主 ~C 、 にきる以り来ク人貯の文¥i，ticrが出る上うに努力[なけ

ればならないが、その骨三Eもまた、かなり定主化している、

ィ、討すれ Jfb によ ω 人身桜'古の;可併(内松再の見立において、主主国~ 11 〆:への状 l:;~は

あまり差がなし叫¥ ; 'i~lfiJ恩の詑除 hi去に fすいてはやペ) ，j\になる I:~Xがみられる，~

特1'j"C'は、むμPZO¥¥式、 Hoffn:a1l11:，..t、 Lcibnizュにの つのhAが挙げら1，!、

いゐが、 l'本で、;::TToiirmlllll式三 Lrih川六戸:jであるへえR-f子の割引に利用さ

れる Ga!jJZOi¥弐l土、有:)"0:率;J{0手すヌーで、i;=~'i %の法疋利主主寸は、 20午後tこは

伝統領土いし活情('Jiが 0 になっごしまつのぞ、 I忠夫刊誌の土1-;-~(こは小 J~_合:::'<<) 

2hη このことが、ド本む (;arJ)Z(市式i;{中|判事i白、れれし除h以として明介されて

いない11[点であろっ，喧F司の判例でも巳現実に Caq日川式をj来月しつl開禾:1

，tT、をj守除Lた怖は兄三三/こら品、い一

司、 jJ、行為~ヨ寺院実をJキ) 'r いなかみた野心沈府保グ)/~-'!ζ:ニコいて、日本の裁

判怖の傾向と 1 ては、兵 i，t;:的指:主計算手前犯として、 i主矢和J託手作ス日 ~'-R: jj:

Lている l 可

特上司では、死亡当時!見入がない成人的弱令(':.::，正、事故当時的波τ?i山mヰ故
にお ν にのー般のヨ履賃金払l 民の?{人があるとし〕判'1 Ø'1 が多'.'刀、 1 弘、手段~

;時に失業告であっと;はし、え、 j、千二で守門技苛え受けんものやわ味な技術会

J手コごいるずに、市 i%主('-!産労働者の労賃千三;~Cぅ収入りゅをみとめるのはあま

りにも活出であり式斗じはないというf'1例附もある υ

家l詰 l 婦の泡史子14の;算λじh 勺 ν ては、稼働能力的喪失を玲{iffiすることと算

定 jる等l拘の)fJ:てャその世主利益が記めらてレる l 同必は何主もってよltii¥(7) 

~:';:l 長官ョ印有 44~ド1m訪日吋l庁3~4 勺削貝、文山地f!J、 1'1北対立'- 1 rJ ;)1叶交ょた集29

呑1.--0'19()~ 

:3.;ノ、-'fl:;~165 ， 6 . J;=;、o;:)タ644、/人刊197. '7 ，')，7、 ilタ1:_;z:9、よ宇リ1986フヨ5、

86タ)j:)ム9(.d、フてι1987.3.10、86タカ111>ご

;)'j -;;， -'fl; l制;7>? .19、り〕タら民コ
~，')~) 'Ti.誌の古児J)交活事l校-("死l'υた場汁に、|ぺj立には結婚の I:J;1次共に就職

す一。蓋然性が乏LぃL、ま I家主労働はそのは需が許制できないから、同iへの

長失手'1<去のf日声は台疋ずる以外ないが、私的取力的喪失じfτは生命保下町による
則玄:自01f:士として討よ子ることができる J (大波的;::)柄引ilG年10;-120口i、級裁

判!りl民亨さえ判例集ln巻ll)Jj-lö:-:l i、巨人 I 事、~労勃にぶつ\ ~~J.、和l よ~~'.d ，評論仁こ

l:JfiJ ー ~.Û、 S:Ji.~82) 以}:J2
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漁夫刈主去脊5"C(})悲切とするのかである〕日立で;之、宗#ツJ切に=念 dるヰて婦も

1':l'j労的不能年計に寸主するまで、女子労働:(1'0;十七J立今に相当する防庁トの禾:1

i止をあげるものこ抗乏できるとし、 JI!{iでは 1;:(可 ff~主的平均賃立による骨定

が:足首上立文句しごしる 1:，7υ これに対して幹回の*lJf刊は -F21し亡しと):1.'¥，.， 1966 

干しつ大法:伝子]i7Elnlz、士婦の主己主相j主主を員百二した lで、その泡失収入は長打

のけ居労賃を長礎とたl し刀~， 1968立のI:.i:t陥flJif: ，五、は、 1婦の手二倍や

れや肯定 l がたい:， Jf ども、家事に従'1l!〆、いるイ可が'三，，[長によ h 労働詑刀~~.11ξ 

1~ Lλf岳山には、その指!}~j~ うたω氾f主'，.，五じて、若江主的ヰ!言 !IJ し、ま;るいは池

の氷3長がンt、司王の労括討の宇村正予労働にもfitヲJ なければならなくなふのがl自吊

であり、 Uこの場合の米政財fそこァ;白水俣在、余分に労脱力をiF.t1したためのH伝的
JOl，害は、家族(i)縫済IY:! f4，:性の割よiか旬、ごれを走路苦庄身(1)損害と併しつる
の日 l円人にはし、家政婦jL~2j賃金を j長i羊と，マ 十 1当粧の ~hf主ノ子主めるべ主

である」 大仮ナ」十:1立ICWI3H28:J判例|培}HSS0~'GS-fミ

.37 父通 ~.~Ü ドまづく 婦の労働詑力以也、;より、その|ロ|復までの期間その

:子、校が会).1な来事力働を簡 ~'IIせさるをえなとなったため心同庁的阿古?ついて

は 家政婦 yj-:'j賃全を民半:こし C 貝 jf~ヲベ弄である.1 (大沢批判nntJ44年9.H
8 c'判例l タイムス 24~ {}l ~9貝/\l 京事<'0;[耐に布従ヲるー←婦の '1;110能むそ令銭的

に骨子仇するには京伐採す賢三丈は虻 n古力者の平均百~守主、宇，1.:.:;-るのふ布与~ z ... 

Fべきである :l出刃地判戸~}I: 支部山市，1只イド 3月9l'平日1刊タイムズ出 l号319盲人

i永昌弘切に車念"る妻は、 Y均的ツJ 官i!jメ、ーよイ ';j~;こj主するまで、正f照惰ヲ;附

朽の1'.:')rJ'J賃金に W~する好町卜心ソ収悩 f子 n.;げる 4 のと推定←よるのが足当であ

ペヲJ U憲判町村1b，9年 7)J 19 ~民主主28淫 s ~;-8í2.\:1J 、 l 京事ッJ切に専念すゐ三年がそ

の労働経力を:jJfよ!，:J昔合(;止、その注矢本j話¥.}.!立川，jiして平均労働WJ能午耐

に1圭tるまで虻子毘惜労使担の半均nヲ究余に相当守る耐性土の収科2::1日iであ
るとす主主寸るの刀、相当である J\札幌地 ;1:iHl~~íl't.12 け 16J判別タイム;(3S7号

~9:-l貝、 I ):9'おソ三学二千業保家出の l 婦とし と家すト:こちナポするがたわらヲ品、当別)

主改の教室チ間¥;i: てvけ告の逸失利益につき、岳会センサス治]造会長 l長産

業計・企業況f~~十・学医計夕、了労働昔全午前平均笠金を主主役:ロ定さ才し/，:J (以

京地刊日;J~自 :60午 5 日 1ο:1 判例タイぷス 56~号Tω良L

ト《 人(まIDi"Cもi3出fす=.:，j-t体'("/1 -斤~，/'C ~μiZ、特別会主柱清がを HJミり、その

判I:¥J:];止は丸lI喝して家出 tt面iご主るかなムなν司、:ーカかわりず 少な¥ともその

性号'1 と '1 齢による G述 )J{~首長会科 rJto)収入はあペむものこ v-4..，("ベさであるので、

むに出すζ;1h旨は rf:l_~がないだけでは右く巳労担~:'こよるは入はJ吊'1、;豆見のJIi入

を荒R転する，ノ、おlD66，II 口、ぴ51150ぺ
1" : I民泌氏はタ七じ L た被害苔のr1~1)j; 、経 I}I (京区 1ー婦とし Lのiすき主ノ等tこちオ
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経歴も 15 隠して判断寸べ 3 であるとしえ υ~;:;a~=:白救2f も、':Jll:臓の 9.:牲にじがl労

働による労働朽の賃全正よ恨の収入のみぷめるのは妥当ではなく、れと年商令ー学

匿を持つ就業'1'の他の立てiの収入究段、ある， ~ニ犬 (F) 殻議も-0.[烹 1 ~，-決定ずる

のがぬこ3であふルしている 140 投矯十えずえねは、主拘は :5子力王家事労働に従事

子るここで則t:.1の利益を i.(f'て ν、るので、平均約の労崎小百i二年官iJ:..>tるまで

の女千居;'11労働計のγ~.J~J賞会l二、そ天守T労働分を}Jn3.:.るのが妥半どあるとする -"-1

幼児の主'J:利益じつい亡、 I1本 rlz、ぞの認定がきわめて同鮮であ乙こJ争

理内に賠償請求が併うをされたこともあったがぺ脳相初年内最高及川決l勺)，

事。村え ;--i の't7'~'こと" 'うャこご、刈 ~i;~ ()~:逸夫干'1 誌のとオ債が認めムれしいる"

しでは1'10;干II1訴もセずl¥死 i した伎2者が将来jヰムれる収入手辞定す"， ，当
三 Jて、今:此拐をすることを同廷で何ら，hZ;最小限の収入を主主往しトところ、

死亡した彼7作品り 7→it7'~.こ|羽して何ぴ)lU:i;rも Lなかったのは、干再現品を，;;sr:C)違法が

iあるだけむ~:;:;jとえ、件11]1;なjJ院がない限り、タじ亡した被害者が日米44られる品

ノト11.(の収人が 立さじま::i'l j:J，であるまj止の主婦ではなく家収婦としての収人 L去、

得んれないとは祈定できないにもかかわらず、米政婦脅す!;;!f~::tと f で将来I号ム

れる収入全両71#.L t.ーの('.~.1.61宍;18伎のii:珂1を誤!許した追iiてがあるといえる 1(}、
1'U1068. :7 っ4 、 68 タ ~.36)

'1'1郭也l立 if責ほ件前[工tiiJ帯三宅町]同iiiTf:害'''1民!"仕事党主 2UOU年) 81~lfL 

"争時沫古trt削主 (42) 7Î!c ~"775同

I :~県春が、キイ午においてイ îA \本件 ~"I;IÝ~; よる化亡斗時一才二円の )J 了)

が生保しといたし Lて阿川ご.，かえ少なく rレもどれだけの純収へを符るか、ぶ

れを何人の死亡当時に計/ずしてとオしだけの数僚になるかを有~_í.~することは書わ

め l::::!針む問題であるところ、控訴人 L卜告人)ら長出、 1妥111の壬拠によっ、

は、まドこれらの事実ふ迎イiifにさ1h!cユ3ふことはでさなし¥宵ホl折，てイir¥が不
件jJ伐により将来持へえかけしキ'1誌を 1~~:J.: ~， t.~ こシも ω づく一告人らの請求を

~t1下し企かったのは首肯する L足'!、 ι己j4}'I'IJ 1':'にはが勝、則j主甘:.;i認められな

'1 1 辰判 IIr~斗];;7汗 IIHC民生児島5号11トt{q)，• 
. 1-'1 不J土れ;忠仁~死亡，;二主うグト(;仁つ去、そ J乃有が将 kiHべか 1) し示:jが伊

吹'1、Lたことによるj[古C)q.8:を";'i定1るここ刀きわめて刊住である kことは、こ
れを認めなりればなつないが、詩古:回非のjえをもって、れやすくその日憤請;1<

を台7F三し去ることは?)当なことではない I 1最刊日干139年6!l:?4H民主 18者 1，:

号8
C

i40J.;U0 
+.; :';丈夫本I:t¥はあくまでも村ヰ主的予前に閃可る事釈であξ}古川これ寺内砕に

tfH :Hê ずることは叫難であ 1I 、特に今少者の場Ù~ 長者、白 J説者" :--:己しその収支

1:171 ー ~.Û、 S: 抗生8(;) 以):J()
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特1"でも、 l吃ょした者刀、昨少主である場fTには、夜会主が子の伶どの[古 l一存

じきとかの!均?、命を日r~1Y.L， -C，述tljのPjlもが労f:t=に従事できる年前正月間中の

告企相当の収4止を算定ンたi?箔か"ノ|治安会|糸竹しに企僚である ζv えるし、

化亡3f:;~'~1入がない有でそ〉将不の長?民収入であるトいえる労側J資会相当の似へ

を宵ノj二Lて'+少1:i'の将来何 Lコれる引jiitと認めるのが、 1717伝f!?による則窓 CI)

t己害賠償主任をlj二める税行戟l'、民社一円前i¥hC，t.妥当ごある」とされといる l斗，

!;...I，~の主う、利益いつ v てもお :t>ßÆ:_lJ;:の収入が何られる一判断されてvLfuο

ともにゐ然刊に疑問の存ヂゐところから後J点苔に不当Lこ科訟を与え、 点古;，'，声

高一;こふiiO)jfiZをんtJますてとが，-，い」うで去るj(fiり佼会話i出lに担えめな宵定刀
法子ほltIするのが什1当(ある」(長干1j 8LH:l比年 6 月~(iP i'ljj幼時受おおり 19頁!、交

通事7:ii，."よ i-)7E l:" !._ 1.二三J;~t ¥当時前 夜の ~J ;，j) のお需の件べか，}~/利益ぴ)-J:主
主: ぶるj員当日首償却を鼻立てずる;あた )'-1、，1M、春以18判官↓111字賃金楠i主主本統計

説泊、報工第 号第 表中の é:~~引・ィr~: *己規検"・ t子 Ijy.;:~1 の男 hil'副長内、 l'均賃

金箱をぷ芋として iJ;(へ~m~ピ ~q-'，jl:し、ヂの予をの物r勺f--_，i'{ないし貸家ト討を滋g':i じ

なか，，たとして 4 、父j[t事故により死(:1-.-/た幼沿の得パか 1)し収入住のll>:eこ
じて寸 f、埋なものとはいえ F 、 q判11 に再'1 ，前の泣?)~はな~ 'J ¥J't子::1汗ね5がj-，:2 

月I8E平Ij'YC叫報 I U7:~0'()5頁、 lヅ】亡しに幼児の将来の得/¥かりし手:Jt需の去史iニ

よるね主目立債の知 i土、 j~ (グ〕品交にl:i'、じて道'，>，('こ?守宅すべ3ものであるから、

引審が、亡Ai本件toi当時)!，)~p) ~; J )~:J の将来rJ;得べかi)IAI:針。 tZ4たによる
出苧:娯mの誤につ芯、債-:ii:センサスγよる持寸ニ労働省のさ主主F'ri 企J、規1告示.:]ニ
歴計の'frJ，f1ii~ì平均民主全信を基中と Lて収入子宮合算定した|、刀、 Jマンメ二十当社、

によりナナ民f当 ;Lj'(/)崎在日E害tn こ j主治〕介やらシい(て、 ~'t三:方、合同な甘疋方法〆

い λ、:とはでうないーぃ弔1'11、子成Zイ13)j:'31 :'j'ljj:~ タ J ムズ73: 号 :OS 九

4コノ¥-'fl;196コ β L、G:-;夕日弘、

~ l:J この之うな:e;~t'宅で泌i\ した被 7て省のような女千iよ、桁明;二速するまでは

苧業まとはえと41'-;，: lX~-~'- 1，/て結婚そし、結婚後にJ工ぶ庭+婦介して 与を家庭(j

活の常おに委託・終身守るのが 政 J市;1':J，"-"いえる L、府川上受話をnられる職
業;こ判事寸ると1...)うのは持百:J'J;辺自がdわる場介にIJミると判断した。 ν かし、イ、

リ、1.，うによヮマ生命1む〉十主再きれたぬ合、加害者;土利拝苛が将来得られる収入

イト宍5たしたことに討すゃれ士在賠鼠1ゐ義務プJあ之}といえ.(，)L.、料吏f与られる

収入の長矢\"~泊常の損害と 1，'えるので、 l:i:~:T行惟の定害がある当持、本l牛被害者

のような1売:1;"にあったな fであコて也、万、fIイ"i't:J了J九也、なかったなら(工、もし

ろ特別な半日がない限1')、た来ll{入が全渋な v、と子め出作三できないとみるのが

条却にれおといえるに 労働に 4ふ収人は最小限の収入令ぜ味するといえ ξJグ〉

二日誌58:円 4円。)3C49 1"只1
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〔イで to~J 本 f~は jU~;育大J子審査吟ァト(法J子 ì l:f:~-;t: (2007年3十!23C授とテ J l 人

表損害陪償詰ぷ慢の円配l比較法研究 牛diT侵害の場甘や;:!:i，，'、に 」議よιつ-ift

を、持河cとを'1'心まlめ亡泊三証したものである

で、特別な平常がない1')，:51、ぶn1主t;..i量の之うな五日7昆にあったとて、.~ ~~労

働!こよる昆小「その収入も将来得られる収入2νて認めないL:L /~ J豆半1;決のおj析

は、生台程也実 t よる :ν了レ:'::'i'~鉛斉充生v 珂する;去珂を設所しどもの(-いえる j

l大r:J196む t;. I、印タ535J、l人はEEも17週li1抗体として存L、t'1Lぱ、
持 \j :j~:.tH百がない京打、その注目Uまたは名姶旬て家J吃グ婦になるかならなし

うを刊わず、少なく:もてーの :l~lj と /I"~鈴(:: 1)主う äirrEìJ的貿~):*+r-ての 1人(ニある

}みなす、さであるのご、 、笠間による収入は段 'J ， S~ O) l:'{ 入を意 IJ，f-j一 ;;:J (.二

石、原判決によ会こ、原がでて高不己れたこ三犯によコて、 1:同!!!).菜}j':r割に従事す

るι了。) .[;(l) 平たJ百五"が五':1 1lウォンになるこ 1 、う4i~買士 r司法に認定したこ

とが明らか1…ある」 (J、 fl1J 9りわ l~.l~ 、 hイ〉タ 1:1(は 1，

1))!Jj ー ~.Û、 S: 抗生78) 以)48


